
天
台
山
の
詩
歌
（
其
六
）

―
盛
唐
（
中
の
上
）
―

薄
井
俊
二
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台
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台
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仏
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
天
台
山
に
関
わ
る
詩
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
通
し

て
、
当
時
の
人
々
の
天
台
山
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
遷
を
考
察
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
盛
唐
期
の
詩
と
し
て
李
白
の
作
品
十
二

点
（
天
台
山
に
関
わ
ら
な
い
詩
二
点
を
含
む
）
を
取
り
上
げ
る
（
１
）
。

●
凡
例

・
李
白
の
詩
は
内
容
か
ら
、
Ａ
「
李
白
自
身
が
天
台
山
を
訪
れ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る

も
の
」、
Ｂ
「
李
白
以
外
の
人
間
が
天
台
山
を
訪
れ
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
」、
Ｃ
「
神

山
と
し
て
の
天
台
山
を
詠
う
も
の
」、
Ｄ
「
山
岳
を
描
く
絵
画
に
関
わ
る
も
の
」
に
分
け

る
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
Ａ
全
部
、
Ｂ
と
Ｃ
の
一
部
を
取
り
上
げ
る
。

・
凡
例
は
、
以
下
以
外
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
。

・
韻
は
、
平
水
韻
で
示
す
。

七

天
台
山
の
詩
（
其
六
）
―
―
盛
唐
（
中
の
上
）

Ａ

李
白
自
身
が
天
台
山
を
訪
れ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
も
の

【

】
同
友
人
舟
行
遊
台
越
作

35

友
人
と
同
に
舟
行
し
て
台
越
に
遊
ぶ
の
作

李
白

☆
天
台
前
集
（
以
下
「
前
集
」）
巻
上

★
全
唐
詩
巻
一
七
九
、
古
今
図
書
集
成
（
以
下
「
古
今
」）
巻
一
二
五
、
宋
本
巻
一
八
、

王
注
本
巻
二
○

■
本
文
と
訓
訳

楚

臣

傷

江

楓

楚
臣
江
楓
に
傷
み

い
た

謝

客

拾

海

月

謝
客

海
月
を
拾
ふ

懷

沙

去

瀟

湘

沙
を
懷
に
し
て

瀟
湘
を
去
り

挂

席

泛

溟

渤

席
を
挂
げ
て

溟
渤
に
泛
ぶ

か
か

う
か

蹇

予

訪

前

跡

蹇

予

前
跡
を
訪
ひ

あ
あ

わ
れ

お
と
な

獨

往

造

窮

髮

獨
り
往
き

窮
髮
に
造
ら
ん
と
す

い
た

古

人

不

可

攀

古
人

攀
づ
べ
か
ら
ず

去

若

浮

雲

没

去
る
こ
と
浮
雲
の
没
す
る
が
ご
と
し

願

言

弄

倒

景

願
は
く
は
言
に
倒
景
を
弄
し

こ
こ

從

此

錬

眞

骨

此
よ
り
眞
骨
を
錬
ら
ん
こ
と
を

華

頂

窺

絶

溟

華
頂
に
絶
溟
を
窺
ひ

蓬

壺

望

超

忽

蓬
壺
に
超
忽
を
望
ま
ん

不

知

青

春

度

知
ら
ず

青
春
の
度
る
を

わ
た

但

怪

緑

芳

歇

但
だ
怪
し
む

緑
芳
の
歇
む
を

や

空

持

釣

鼇

心

空
し
く
釣
鼇
の
心
を
持
ち

從

此

謝

魏

闕

此
よ
り
魏
闕
に
謝
せ
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

題
を
、
王
注
本
は
「
同
友
人
舟
行
」
と
す
る
。

■
語
注

○
友
人
…
不
詳
。
○
台
越
…
今
の
浙
江
省
あ
た
り
。
○
楚
臣
傷
江
楓
…
「
楚
辞
」
招
魂

に
「
湛
湛
江
水
兮
上
有
楓
、
目
極
千
里
兮
傷
春
心
」
と
あ
る
。
○
謝
客
拾
海
月
…
謝
霊

運
「
遊
赤
石
進
帆
海
」（「
文
選
」
巻
二
二
、
拙
稿
「
其
二
」
⑦
）
に
「
揚
帆
采
石
華
、
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挂
席
拾
海
月
」
と
あ
る
。
○
溟
渤
…
暗
い
海
。「
荘
子
」
逍
遙
遊
に
「
窮
髮
之
北
有
冥
海

者
、
天
池
也
」
と
あ
る
冥
海
に
同
じ
。
○
窮
髪
…
前
注
。
世
界
の
果
て
。
○
倒
景
…
孫

綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
天
台
山
…
…
或
倒
景
於
重
溟
」
と
あ
る
。
○
緑
芳
…
不
詳
。

諸
注
に
見
え
ず
。
大
野
は
黒
髪
。
若
さ
や
生
命
力
を
表
す
か
。
○
釣
鼇
…
「
列
子
」
湯

問
に
、
大
海
の
中
の
神
山
を
支
え
る
大
鼈
が
い
た
が
、
あ
る
大
人
が
そ
れ
を
一
度
に
六

匹
釣
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
神
山
が
漂
流
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
李

白
「
贈
薛
校
書
」（
宋
本
巻
八
）
に
「
未
誇
觀
濤
作
、
空
鬱
釣
鼇
心
」、「
登
高
丘
而
望
遠

海
」（
宋
本
巻
四
）
に
「
六
鼈
骨
已
霜
、
三
山
流
安
在
」
と
あ
る
。
○
魏
闕
…
王
の
宮
殿
。

「
荘
子
」
譲
王
に
「
中
山
公
子
牟
謂
瞻
子
曰
、
身
在
江
海
之
上
、
心
居
乎
魏
闕
之
下
、

如
何
」
と
あ
る
。

■
口
語
訳

楚
の
臣
下
で
あ
っ
た
屈
原
は
、
江
の
ほ
と
り
の
楓
を
見
て
心
を
傷
ま
せ

謝
霊
運
は
海
月
を
拾
い
に
行
こ
う
と
し
た

そ
の
後
、
屈
原
は
砂
礫
を
懐
に
入
れ
て
瀟
湘
へ
入
水
し

謝
霊
運
は
蓆
を
帆
と
し
て
か
か
げ
、
大
海
に
浮
か
ん
だ

あ
あ
、
私
は
前
人
の
足
跡
を
た
ど
り

船
で
ひ
と
り
行
き
、
世
界
の
果
て
ま
で
行
こ
う
と
し
て
い
る

し
か
し
、
古
人
の
跡
は
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ず

浮
雲
が
消
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
遠
く
去
っ
て
し
ま
っ
た

願
う
こ
と
は
、
船
を
浮
か
べ
て
、
水
に
逆
さ
ま
に
写
っ
て
い
る
天
台
山
の
姿

を
弄
び

真
の
骨
相
を
鍛
錬
す
る
こ
と
だ

華
頂
峯
か
ら
遠
い
海
原
を
眺
め

蓬
莱
山
か
ら
遙
か
彼
方
を
遠
望
し
よ
う

青
春
の
日
々
が
い
つ
ま
で
続
く
か
は
分
か
ら
な
い
し

緑
芳
が
尽
き
て
し
ま
う
か
と
怪
む
し
か
な
い
の
だ

お
お
げ
さ
に
も
、
大
海
の
中
で
神
山
を
支
え
て
い
る
鼈
を
釣
り
上
げ
よ
う
な

ど
と
い
っ
た
志
を
抱
き

君
王
に
は
別
れ
の
挨
拶
を
し
て
、
江
海
に
浮
か
ぼ
う

■
解
説韻

字
は
「
月
・
渤
・
髪
・
没
・
骨
・
忽
・
歇
・
闕
」
で
、
入
声
六
月
の

韻
。
五
言
古
詩
。

大
野
・
安
注
と
も
天
宝
六
年
（
七
四
七
）
の
作
と
す
る
。

題
名
及
び
本
文
に
華
頂
峯
の
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
天
台
山
を
訪
れ
た

こ
と
を
契
機
と
す
る
作
だ
と
見
て
よ
く
、
彼
が
こ
こ
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す

証
左
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

世
俗
を
離
れ
て
天
台
山
を
含
む
台
州
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は

屈
原
や
謝
霊
運
を
な
ぞ
る
旅
だ
が
、「
願
言
弄
倒
景
、
從
此
錬
眞
骨
。
華
頂

窺
絶
溟
、
蓬
壺
望
超
忽
」
の
句
が
注
目
さ
れ
る
。「
倒
景
」
は
注
に
見
え
る

が
天
台
山
を
指
し
、
華
頂
峯
か
ら
深
い
海
を
窺
う
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
語
は
、

彼
が
こ
れ
か
ら
向
か
う
の
が
確
か
に
天
台
山
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
錬
眞
骨
」
と
は
、
彼
の
地
で
道
士
と
し
て
の
修
養
に
励
む
こ
と
が

訪
問
の
目
標
で
あ
る
こ
と
を
表
し
、最
後
に
蓬
莱
山
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、

訪
問
の
成
果
と
し
て
仙
境
に
登
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
天
台

山
を
訪
ね
る
旅
は
、
名
山
遊
行
を
目
的
と
し
た
が
、
更
に
仙
道
修
行
が
そ
の

先
に
見
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【

】
天
台
曉
望
（
題
桐
柏
觀
）

天
台
曉
望
（
桐
柏
觀
に
題
す
）
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李
白

☆
前
集
巻
上
、
天
台
勝
蹟
録
（
以
下
「
勝
蹟
録
」）
巻
三
、
周
本
、
許
本
巻
四

★
天
台
山
方
外
志
（
以
下
「
方
外
志
」）
巻
二
八
、
全
唐
詩
巻
一
八
○
、

古
今
巻
一
二
五
、
馬
大
品
等
撰
『
中
国
仏
道
詩
歌
総
彙
』（
以
下
「
仏
道
詩
歌
」）、

宋
本
巻
一
九
、
王
注
本
巻
二
一

■
本
文
と
訓
訳

天

台

隣

四

明

天
台

四
明
に
隣
し

華

頂

高

百

越

華
頂
百
越
に
高
し

門

標

赤

城

霞

門
は
標
す

赤
城
の
霞

し
る

樓

棲

滄

島

月

樓
は
棲
す

滄
島
の
月

や
ど

憑

高

遠

登

覽

高
き
に
憑
り
て
遠
く
登
り
て
覽
れ
ば

よ

直

下

見

溟

渤

直
下
に
溟
渤
を
見
る

雲

垂

大

鵬

翻

雲
垂
れ
て

大
鵬

翻

り

ひ
る
が
え

波

動

巨

鼇

没

波
動
き
て

巨
鼇
没
せ
ん

風

潮

爭

洶

湧

風
潮
爭
ひ
て
洶
湧
し

神

怪

何

翕

忽

神
怪

何
ぞ
翕
忽
た
る

觀

奇

跡

無

倪

奇
を
觀
て

跡

倪
無
く

は
て

好

道

心

不

歇

道
を
好
み
て

心

歇
ま
ず

や

攀

條

摘

珠

實

條
に
攀
じ
て

珠
實
を
摘
み

よ

服

藥

錬

金

骨

藥
を
服
し

金
骨
を
錬
る

安

得

生

羽

翰

安
ん
ぞ
得
ん

羽
翰
を
生
じ

千

春

臥

蓬

闕

千
春
蓬
闕
に
臥
せ
ん
こ
と
を

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

題
を
、
前
集
は
「
題
桐
柏
観
」、
勝
蹟
録
・
方
外
志
は
「
桐
柏
観
」、
宋
本
は
「
天
台
暁

望
〔
呉
中
〕」、
王
注
本
は
「
天
台
曉
望
」
と
す
る
。﹇
高
百
越
﹈
勝
蹟
録
作
不
可
越
。﹇
滄
﹈

方
外
志
作
蒼
。﹇
憑
高
遠
登
覽
﹈
勝
蹟
録
・
方
外
志
作
憑
危
一
登
覽
、
古
今
作
憑
高
一
登

覽
。﹇
波
動
﹈
勝
蹟
録
作
風
濤
。﹇
鼇
﹈
勝
蹟
録
・
方
外
志
・
全
唐
詩
・
古
今
・
王
注
本

作
鰲
。﹇
風
潮
﹈
方
外
志
・
古
今
作
風
濤
。﹇
爭
﹈
勝
蹟
録
・
方
外
志
・
古
今
作
常
。﹇
觀

奇
跡
無
倪
﹈
勝
蹟
録
・
方
外
志
・
古
今
作
恰
情
觀
斯
境
。﹇
珠
﹈
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注

本
作
朱
。﹇
翰
﹈
宋
本
・
勝
蹟
録
・
方
外
志
・
全
唐
詩
・
古
今
・
王
注
本
作
毛
。﹇
千
春
﹈

勝
蹟
録
・
方
外
志
・
古
今
作
千
秋
。

■
語
注

○
題
…
宋
代
明
代
の
文
献
で
は
「
桐
柏
観
に
て
」、
李
白
の
詩
文
集
で
は
「
天
台
で
の
暁

の
望
」
と
題
さ
れ
て
き
た
。
孟
浩
然
に
「
舟
中
暁
望
」
と
題
す
る
詩
が
あ
り
、
李
白
が

そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
孟
に
は
ま
た
「
宿
天
台
桐
柏
観
」
と
題
す

る
詩
も
あ
る
。
○
四
明
…
四
明
山
は
天
台
山
に
隣
接
す
る
名
山
だ
が
、
孫
綽
「
遊
天
台

山
賦
」
に
「
登
陸
則
有
天
台
四
明
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
台
山
と
併
称
さ
れ
る
。
○
門

標
赤
城
霞
…
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
赤
城
霞
起
而
建
標
」
と
あ
る
。
実
際
に
赤
城

山
は
、
天
台
県
城
か
ら
天
台
山
に
入
る
入
り
口
に
あ
た
り
、
あ
た
か
も
門
、
あ
る
い
は

標
識
を
な
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
○
樓
…
も
ち
ろ
ん
人
工
建
造
物
を
意
味
す
る

が
、
天
台
山
に
は
瓊
台
と
い
う
自
然
が
造
っ
た
楼
閣
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
れ

ら
を
意
識
し
た
も
の
と
解
し
た
。
○
滄
島
…
仙
境
で
あ
る
滄
州
に
同
じ
だ
ろ
う
。
孟
浩

然
「
宿
天
台
桐
柏
観
」
の
詩
に
「
緬
尋
滄
洲
趣
」
の
句
が
あ
る
（
拙
稿
「
其
五
」【

】）。

29

○
見
溟
渤
…
天
台
山
の
華
頂
峯
は
、
望
海
尖
と
も
呼
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
海
が
見
渡
せ
た

と
伝
え
る
。
雲
に
覆
わ
れ
が
ち
な
華
頂
峯
か
ら
は
雲
海
を
見
下
ろ
す
こ
と
も
あ
っ
た
よ
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う
で
、
眼
下
に
広
が
る
雲
の
海
を
、
実
際
の
海
と
重
ね
合
わ
せ
て
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
○
大
鵬
…
「
荘
子
」
逍
遙
遊
の
大
鵬
説
話
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
○
巨
鼇
…
「
列

子
」
湯
問
に
大
海
に
巨
鼇
が
い
る
と
の
説
話
が
あ
る
。【

】
既
出
。
○
翕
忽
…
早
い
様
。

35

■
口
語
訳

天
台
山
は
四
明
山
の
隣
り
に
あ
り

そ
の
最
高
峯
の
華
頂
峯
は
越
の
国
々
の
中
に
高
く
聳
え
て
い
る

赤
城
山
に
ま
と
わ
る
霞
は
天
台
山
の
門
標
の
ご
と
く

高
殿
の
ご
と
き
聳
え
る
峯
に
は
、
仙
境
を
照
ら
す
月
が
宿
っ
て
い
る

高
い
と
こ
ろ
に
登
っ
て
遠
く
を
眺
め
れ
ば

真
下
に
大
海
原
が
見
渡
せ
る

垂
れ
込
め
た
雲
は
大
鵬
が
羽
翼
を
翻
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
し

波
の
中
に
は
巨
大
な
ス
ッ
ポ
ン
が
潜
ん
で
い
る

風
と
潮
が
争
っ
て
沸
き
立
ち

摩
訶
不
思
議
な
変
化
が
次
々
と
起
こ
っ
て
い
く

こ
う
し
た
奇
景
を
見
て
い
て
は
思
い
は
果
て
な
く

道
を
求
め
る
心
が
や
む
こ
と
は
な
い

仙
境
の
玉
樹
に
手
を
掛
け
て
登
攀
し
、
そ
の
珠
の
実
を
摘
ん
で
食
べ

仙
薬
を
服
用
し
、
身
体
を
霊
的
に
堅
牢
に
す
る

ど
う
に
か
し
て
体
に
空
を
自
由
に
飛
べ
る
羽
翼
を
生
や
し

千
年
も
の
長
い
間
、
仙
人
の
館
で
眠
り
た
い

■
解
説

韻
字
は
「
越
・
月
・
渤
・
没
・
歇
・
骨
・
闕
」
で
、
入
声
六
月
の
韻
。
五

言
古
詩
。
青
木
に
訳
注
あ
り
。

大
野
は
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
の
作
と
し
、
加
藤
は
そ
れ
に
従
う
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
玄
宗
に
召
し
出
さ
れ
た
頃
と
な
る
。
安
注
は
天
宝
六
年
（
七
四

七
）
の
作
と
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
朝
廷
か
ら
放
逐
さ
れ
、
新
た
な
つ
て

を
求
め
て
遍
歴
し
て
い
た
頃
の
作
と
な
る
。

初
め
の
四
句
は
天
台
山
を
概
説
す
る
。
門
と
楼
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
天

台
山
に
あ
る
自
然
物
の
、
赤
城
山
と
瓊
台
な
ど
の
巌
と
取
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
を
李
白
が
宿
泊
し
て
い
る
桐
柏
観
と
い
う
建
造
物
の
、
門
と
楼
閣
と

取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
中
間
部
分
の
六
句
で
は
、
天
台
山
か
ら
の
眺
め
を

述
べ
る
。
大
野
は
、
こ
こ
は
想
像
で
あ
り
、
実
際
の
眺
め
で
は
な
い
と
す
る

が
、
加
藤
は
実
体
験
を
踏
ま
え
た
も
の
と
取
る
。
孫
綽
の
賦
や
、「
荘
子
」「
列

子
」
の
説
話
を
踏
ま
え
た
表
現
を
織
り
込
ん
で
は
い
る
が
、
題
か
ら
見
て
も

李
白
が
実
際
に
天
台
山
を
訪
れ
て
滞
在
し
、
そ
こ
で
な
に
が
し
か
の
実
体
験

を
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
天
台
山
を
訪
れ
、
華
頂
峰
な
ど
の
高
所
か
ら
遠
く
や
下
界
を
眺
め
る

李
白
は
、
眼
下
に
ひ
ろ
が
る
雲
海
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
あ
た
か
も
大
空
か

ら
大
海
を
見
下
ろ
す
鳳
凰
に
な
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の

ま
ま
神
仙
世
界
へ
と
昇
っ
て
い
く
こ
と
を
夢
想
す
る
の
が
、
最
後
の
六
句
。

こ
の
詩
に
お
け
る
天
台
山
は
、
詩
人
が
実
際
に
訪
れ
た
場
所
で
、
下
界
を

見
下
ろ
す
高
山
で
あ
り
、
仙
界
・
天
界
へ
の
入
り
口
で
あ
る
。
眼
下
に
広
が

る
雄
大
な
光
景
を
眺
め
て
い
る
作
者
は
、
や
が
て
自
ら
が
そ
こ
か
ら
神
仙
世

界
へ
至
る
こ
と
を
思
う
。「
攀
條
」「
摘
珠
實
」「
服
藥
」
は
天
台
山
に
お
け

る
仙
道
修
養
を
表
し
、
そ
の
目
的
は
「
錬
金
骨
」
し
て
昇
仙
す
る
こ
と
に
あ

る
わ
け
で
あ
る
。
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【

】
早
望
海
霞
邊

早
に
海
霞
の
邊
を
望
む

つ
と

37

李
白

☆
前
集
巻
上

★
全
唐
詩
巻
一
八
○
、
宋
本
巻
一
九
、
王
注
本
巻
二
一

■
本
文
と
訓
訳

四

明

三

千

里

四
明

三
千
里

剏

起

赤

城

霞

剏
に
起
つ

赤
城
の
霞

つ
と

日

出

紅

光

散

日

出
で
て

紅
光
散
じ

分

輝

照

雪

崖

輝
を
分
か
ち

雪
崖
を
照
ら
す

一

餐

嚥

瓊

液

一
餐

瓊
液
を
嚥
め
ば

の

五

内

發

金

沙

五
内
に
金
沙
發
す

舉

首

何

所

待

首
を
舉
ぐ
る
は

何
の
待
つ
所
ぞ

青

龍

白

虎

車

青
龍
と

白
虎
の
車

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
剏
﹈
宋
本
・
全
唐
文
・
王
注
本
作
朝
。﹇
紅
﹈
底
本
作
江
。
倣
全
唐
文
・
王
注
本
改
紅
。

﹇
嚥
﹈
王
注
本
作
咽
。﹇
首
﹈
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
手
。﹇
待
﹈
底
本
作
得
。
倣

全
唐
詩
・
王
注
本
改
待
。

■
語
注

○
首
…
諸
本
で
は
「
手
を
挙
げ
る
」
こ
と
に
な
る
。

■
口
語
訳

四
明
山
は
三
千
里
に
も
わ
た
り

朝
早
々
に
赤
城
山
か
ら
立
ち
上
る
霞
に
お
お
わ
れ
る

や
が
て
太
陽
が
昇
る
と
、
そ
の
光
が
霞
に
映
え
て
紅
の
光
が
発
し

分
か
れ
散
っ
て
は
、
雪
の
積
も
っ
た
崖
を
照
ら
し
出
し
て
い
く

ひ
と
た
び
で
も
そ
の
輝
く
霞
を
く
ら
い
、
玉
の
液
を
飲
む
な
ら
ば

五
体
内
部
に
黄
金
の
砂
も
で
き
る
だ
ろ
う

頭
を
あ
げ
て
待
ち
望
ん
で
い
る
の
は

（
そ
れ
に
乗
っ
て
仙
界
を
自
由
に
飛
び
回
れ
る
）
青
龍
と
白
虎
の
牽
く
車
で

あ
る

■
解
説

韻
字
は
「
霞
・
沙
・
車
」
で
、
下
平
六
麻
の
韻
と
、「
崖
」
で
、
上
平
九

佳
の
韻
。
五
言
古
詩
。

大
野
は
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
の
作
と
し
、
加
藤
も
そ
れ
に
同
じ
。
安
注

は
天
宝
六
年
（
七
四
七
）
の
作
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
用
語
の
類
似
性

か
ら
、【

】
と
同
じ
時
の
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。【

】
同
様
、
李

36

36

白
が
実
際
に
山
岳
を
訪
れ
て
の
体
験
を
踏
ま
え
た
作
品
で
あ
ろ
う
。

こ
の
詩
で
は
四
明
山
を
歌
う
が
、
こ
の
山
が
、
赤
城
山
か
ら
立
ち
上
る
霞

に
お
お
わ
れ
た
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
早
朝
に
霞
む
海
の
あ
た
り
を
望
む
、

と
い
う
題
か
ら
、
四
明
山
を
遠
く
か
ら
眺
め
た
実
景
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

山
を
蔽
う
き
ら
き
ら
と
輝
く
霞
は
、
神
仙
へ
と
昇
華
す
る
仙
薬
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
こ
で
も
天
台
山
は
、
仙
界
・
天
界
へ
至
る
入
り
口
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
「
瓊
液
」
を
「
嚥
」
む
こ
と
で
、「
五
内
」
に
「
金
沙
」
が
生

じ
、
昇
仙
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
も
天
台
山
は
、【

】
35
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【

】
同
様
、
仙
境
へ
昇
る
た
め
の
仙
道
修
養
の
場
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と

36
い
え
よ
う
。

【

】
贈
王
判
官
時
余
歸
隱
居
廬
山
屏
風
疊

38

王
判
官
に
贈
る

時
に
余

歸
隱
し
、
廬
山
屏
風
疊
に
居
る

李
白

☆
前
集
等
収
録
せ
ず

★
全
唐
詩
巻
一
七
○
、
宋
本
巻
九
、
王
注
本
巻
一
○

■
本
文
と
訓
訳

昔

別

黄

鶴

樓

昔
別
る

黄
鶴
樓

蹉
跎

淮

海

秋

蹉
跎
た
り

淮
海
の
秋

倶

飄

零

落

葉

倶
に
飄
る
零
落
の
葉

各

散

洞

庭

流

各
お
の
散
じ
て

洞
庭
に
流
る

中

年

不

相

見

中
年

相
ひ
見
え
ず

蹭

蹬

遊

呉

越

蹭
蹬
と
し
て

呉
越
に
遊
ぶ

何

處

我

思

君

何
れ
の
處
に

我

君
を
思
ふ
や

天

台

緑

蘿

月

天
台

緑
蘿
の
月

會

稽

風

月

好

會
稽
風
月
好
し

却

遶
剡

溪

迴

却
っ
て
剡
溪
を
遶
り
て
迴
る

雲

山

海

上

出

雲
山

海
上
よ
り
出
で

人

物

鏡

中

來

人
物

鏡
中
よ
り
來
る

一

度

浙

江

北

一
た
び
浙
江
を
度
り
て
北
し

わ
た

十

年

醉

楚

臺

十
年

楚
臺
に
醉
へ
り

荊

門

倒

屈

宋

荊
門
に

屈
宋
を
倒
し

梁

苑

傾

鄒

枚

梁
苑
に

鄒
枚
を
傾
く

苦

笑

我

誇

誕

苦
だ
我
が
誇
誕
を
笑
ふ

は
な
は

知

音

安

在

哉

知
音
安
く
に
か
在
る

大

盜

割

鴻

溝

大
盜

鴻
溝
を
割
く

如

風

掃

秋

葉

風
の
秋
葉
を
掃
ふ
が
如
し

吾

非

濟

代

人

吾
は
代
を
濟
ふ
の
人
に
非
ら
ざ
れ
ば

よ

且

隱

屏

風

疊

且
く
屏
風
疊
に
隱
れ
ん

し
ば
ら

中

夜

天

中

望

中
夜

天
中
を
望
み

憶

君

思

見

君

君
を
憶
ひ
君
に
見
は
ん
こ
と
を
思
ふ

明

朝

拂

衣

去

明
朝

衣
を
拂
ひ
て
去
り

永

與

海
鷗

群

永
へ
に

海
鷗
と
群
せ
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。﹇
中
夜
﹈
底
本
作
中
望
。
倣
全
唐
詩
・
王
注
本
改
中
夜
。

■
語
注

○
王
判
官
…
不
詳
。
○
黄
鶴
樓
…
湖
北
省
武
昌
郊
外
に
あ
る
。
○
淮
海
…
今
の
江
蘇
省

蘇
州
一
帯
。
○
屈
宋
…
屈
原
と
宋
玉
。
○
梁
苑
…
漢
の
梁
王
が
造
っ
た
庭
苑
で
、
鄒
陽

・
枚
乗
ら
の
文
士
を
集
め
た
。
○
知
音
…
心
の
通
い
合
っ
た
友
人
。「
列
子
」
湯
問
に
載

せ
る
、
伯
牙
の
弾
く
琴
の
音
を
聞
い
た
だ
け
で
、
鍾
子
期
が
伯
牙
の
気
持
ち
を
理
解
し

た
話
に
基
づ
く
。
○
大
盗
…
安
禄
山
を
指
す
と
い
う
の
が
諸
注
の
一
致
し
た
意
見
。
○
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鴻
溝
…
「
史
記
」
に
よ
れ
ば
、
秦
を
倒
し
た
項
羽
と
劉
邦
は
、
鴻
溝
と
い
う
場
所
を
境

に
中
国
を
二
分
し
て
統
治
し
た
と
い
う
。
○
拂
衣
…
帰
隠
す
る
こ
と
。
謝
霊
運
「
述
祖

徳
詩
」（「
文
選
」
巻
一
九
）
に
「
高
揖
七
州
外
、
拂
衣
五
湖
裏
」
と
あ
る
。
○
海
鷗
…

「
列
子
」
黄
帝
に
、
無
心
に
海
浜
で
カ
モ
メ
と
遊
ん
で
い
る
人
が
い
た
。
あ
る
時
彼
の

父
親
に
命
じ
ら
れ
、
カ
モ
メ
を
捉
え
よ
う
と
い
う
意
図
を
以
て
海
浜
に
来
る
と
、
カ
モ

メ
は
近
寄
っ
て
来
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
を
載
せ
る
。

■
口
語
訳

昔
、
黄
鶴
楼
で
君
と
別
れ

う
だ
つ
の
上
が
ら
ぬ
ま
ま
蘇
州
あ
た
り
を
さ
ま
よ
っ
た
秋
の
日
々

落
ち
葉
と
と
も
に
ひ
る
が
え
り

川
に
お
ち
て
は
洞
庭
湖
へ
流
さ
れ
て
い
っ
た

そ
の
後
お
会
い
す
る
こ
と
も
な
く

あ
て
も
な
く
呉
越
を
さ
ま
よ
っ
た

そ
ん
な
中
、
ど
こ
で
君
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
か
と
い
え
ば

緑
の
蔦
が
絡
ま
る
天
台
山
の
上
の
月
を
眺
め
て
い
た
と
き
だ
っ
た

会
稽
の
地
は
風
月
が
よ
い
と
聞
き

再
び
剡
溪
を
溯
っ
て
そ
ち
ら
へ
向
か
っ
た

そ
こ
で
は
雲
や
山
が
海
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り

人
も
物
も
、
映
っ
て
い
る
鏡
の
中
か
ら
出
て
き
た
よ
う
で
あ
っ
た

更
に
ひ
と
た
び
銭
塘
江
を
渡
っ
て
北
に
行
き

そ
れ
か
ら
十
年
、
楚
の
地
で
酔
い
痴
れ
て
い
た

楚
の
荊
門
山
あ
た
り
で
は
屈
原
や
宋
玉
を
圧
倒
す
る
詩
を
作
り

梁
苑
の
あ
た
り
で
は
鄒
陽
や
枚
乗
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
才
能
を
示
し
た

し
か
し
そ
う
し
た
私
を
ホ
ラ
吹
き
だ
と
笑
う
も
の
ば
か
り

私
の
才
能
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

そ
ん
な
中
、
大
泥
棒
が
国
家
を
二
つ
に
引
き
裂
い
て
し
ま
い

秋
風
が
落
ち
葉
を
払
う
よ
う
に
世
界
は
無
秩
序
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

し
か
し
私
は
世
の
中
を
救
え
る
よ
う
な
人
材
で
は
な
い
の
で

取
り
あ
え
ず
廬
山
の
屏
風
疊
に
隠
棲
し
よ
う

夜
半
に
天
の
真
ん
中
を
望
め
ば

君
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
会
い
た
い
と
思
っ
た

し
か
し
そ
れ
も
か
な
わ
ぬ
。
明
朝
、
衣
を
払
っ
て
こ
の
世
か
ら
立
ち
去
り

末
永
く
海
鷗
と
戯
れ
よ
う

■
解
説

韻
字
は
「
樓
・
秋
・
流
」
で
、
下
平
一
一
尤
の
韻
。「
越
・
月
」
で
、
入

声
六
月
の
韻
。「
廻
・
來
・
臺
・
枚
・
哉
」
で
、
上
平
一
○
灰
の
韻
。「
葉
・

疊
」
で
、
入
声
一
六
葉
の
韻
。「
君
・
群
」
で
、
上
平
一
二
文
の
韻
。
五
言

古
詩
。
筧
に
訳
注
あ
り
。

大
野
・
安
注
と
も
至
徳
元
年
（
七
五
六
）
の
作
と
す
る
。
七
五
五
年
に
勃

発
し
た
安
録
山
の
乱
の
最
中
、
廬
山
に
隠
棲
し
て
い
る
時
の
作
と
さ
れ
る
。

王
某
に
遠
く
か
ら
贈
っ
た
詩
で
、
世
に
入
れ
ら
れ
ぬ
こ
と
を
知
己
で
あ
る

彼
に
寄
せ
て
吐
露
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
別
離
の
間
に
、
お

互
い
の
よ
き
理
解
者
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
王
某
を
思
い
出
す
所
と
し

て
、
天
台
山
が
登
場
し
て
い
る
。
李
白
自
身
が
こ
の
山
を
訪
れ
た
こ
と
を
表

す
も
の
だ
が
、
先
の
詩
に
見
た
よ
う
な
遊
仙
的
な
雰
囲
気
は
な
い
。
た
だ
、
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来
し
方
を
振
り
返
り
、自
ら
を
も
振
り
返
る
内
省
を
う
な
が
す
場
所
と
し
て
、

天
台
山
が
選
ば
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

Ｂ

李
白
以
外
の
人
間
が
天
台
山
を
訪
れ
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
（
一
部
）

【

】
送
楊
山
人
歸
天
台

楊
山
人
の
天
台
に
歸
る
を
送
る

39

李
白

☆
前
集
巻
上

★
方
外
志
巻
三
○
、
全
唐
詩
巻
一
七
五
、
宋
本
巻
一
四
、
王
注
本
巻
一
六

■
本
文
と
訓
訳

客

有

思

天

台

客
に
天
台
を
思
ふ
有
り

東

行

路

超

忽

東
行

路

超
忽
た
り

濤

落

浙

江

秋

濤
は
落
つ
浙
江
の
秋

沙

明

浦

陽

月

沙
は
明
ら
か
に

浦
陽
の
月

今

遊

方

厭

楚

今
遊

方
に
楚
を
厭
ひ

ま
さ

い
と

昨

夢

先

歸

越

昨
夢

先
づ
越
に
歸
る

且

盡

秉

燭

歡

且
く
盡
く
さ
ん

燭
を
秉
る
の
歡
び

し
ば
ら

無

辭

凌

晨

發

凌
晨
に
發
す
る
を
辭
す
る
こ
と
無
か
れ

我

家

小

阮

賢

我
が
家
の
小
阮
の
賢
な
る

剖

竹

赤

城

邊

竹
を
剖
く
赤
城
の
邊

詩

人

多

見

重

詩
人

重
ん
ぜ
ら
る
る
多
き
も

官

燭

未

曾

然

官
燭

未
だ
曾
て
然
や
さ
ず

も

興

引

登

山

屐

興
は
山
に
登
る
の
屐
を
引
き

情

催

泛

海

船

情
は
海
に
泛
ぶ
の
船
を
催
す

石

橋

如

可

度

石
橋

如
し
度
る
べ
く
ん
ば

携

手

弄

雲

煙

手
を
携
へ
て

雲
煙
を
弄
べ
よ

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
歡
﹈
方
外
志
作
懽
。﹇
燭
﹈
方
外
志
作
濁
。

■
語
注

○
楊
山
人
…
後
掲
の
李
白
の
詩
「
送
楊
山
人
歸
嵩
山
」「
駕
去
温
泉
宮
後
贈
楊
山
人
」
の

楊
山
人
と
同
じ
だ
ろ
う
。
楊
炎
の
父
の
楊
播
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
楊
炎
（
七
二
八

〜
七
八
一
）
は
、
小
楊
山
人
と
号
さ
れ
た
（
こ
れ
は
父
親
が
「
楊
山
人
」
と
称
さ
れ
た

の
に
対
す
る
「
小
楊
山
人
」
で
あ
ろ
う
）。
楊
播
は
楊
炎
の
伝
記
に
記
録
が
残
る
程
度
だ

．

が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
孝
を
以
て
称
さ
れ
、
玄
宗
が
諫
議
大
夫
に
任
じ
た
が
や
が
て
棄

官
し
た
。
粛
宗
に
至
っ
て
、
即
家
の
ま
ま
で
散
騎
常
侍
に
任
ぜ
ら
れ
、
玄
靖
先
生
と
号

さ
れ
た
。
李
白
に
「
駕
去
温
泉
宮
後
贈
楊
山
人
」（
宋
本
巻
八
）
と
「
送
楊
山
人
帰
嵩
山
」

（
同
巻
一
五
）
が
あ
る
。
他
に
張
九
齢
に
「
送
楊
道
士
往
天
台
」、
高
適
に
「
送
楊
山
人

歸
嵩
山
」、
劉
長
卿
に
「
夜
宴
洛
陽
程
九
主
簿
宅
、
送
楊
山
人
往
天
台
、
尋
智
者
禪
師
隱

居
」
が
あ
る
。
○
浙
江
…
今
の
銭
塘
江
。
大
潮
の
時
に
は
波
が
河
を
溯
る
こ
と
で
有
名
。

○
浦
陽
…
浦
陽
江
。
銭
清
江
の
異
称
が
あ
り
、
お
だ
や
か
な
河
川
な
の
で
あ
ろ
う
。
○

秉
燭
…
「
古
詩
十
九
首
」
に
「
晝
短
苦
夜
長
、
何
不
秉
燭
遊
」
と
あ
り
、
夜
の
遊
び
を

楽
し
む
こ
と
。
李
白
の
「
春
夜
宴
桃
花
園
序
」
に
も
見
え
る
。
○
小
阮
…
阮
籍
の
甥
の

阮
咸
が
「
小
阮
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
甥
の
別
称
。
○
剖
竹
…
郡
守
（
地
方
官
）

と
な
る
こ
と
。
○
官
燭
…
官
よ
り
支
給
さ
れ
る
蝋
燭
。
こ
れ
を
燃
や
さ
な
い
と
は
、
官

費
を
浪
費
し
な
い
、
清
廉
な
人
で
あ
る
こ
と
。
○
登
山
屐
…
謝
霊
運
は
、
登
山
用
の
専

門
の
靴
を
造
り
用
い
て
い
た
と
い
う
（「
南
史
」
謝
霊
運
伝
）。
○
泛
海
…
謝
安
は
、
孫

綽
ら
と
海
に
浮
か
ぶ
楽
し
み
を
尽
く
し
た
と
い
う
（「
晋
書
」
謝
安
伝
）。
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■
口
語
訳

天
台
山
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
客
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

東
へ
遠
い
道
の
り
を
た
ど
ら
れ
る

そ
の
途
中
、
秋
の
銭
塘
江
で
は
、
激
し
く
遡
行
す
る
豪
快
な
大
波
を
眺
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
し

浦
陽
江
の
ほ
と
り
で
は
、
月
の
光
が
沙
を
照
ら
す
清
ら
か
な
風
景
を
眺
め
ら

れ
る
だ
ろ
う

客
人
は
こ
の
た
び
の
楚
へ
の
遊
行
に
飽
き
が
こ
ら
れ

昨
夜
の
夢
の
中
で
、
一
度
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た

（
し
か
し
客
人
よ
）
今
し
ば
ら
く
燭
を
採
っ
て
の
夜
の
楽
し
み
を
尽
く
し

明
日
早
朝
の
出
発
と
す
る
こ
と
を
ご
選
択
な
さ
い
ま
せ

私
の
甥
は
阮
咸
の
よ
う
な
賢
者
で

赤
城
山
の
あ
た
り
で
地
方
官
を
し
て
お
り
ま
す

詩
人
と
し
て
人
々
に
重
ん
ぜ
ら
れ

決
し
て
官
費
を
浪
費
す
る
こ
と
の
な
い
清
廉
さ
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

興
が
起
こ
れ
ば
登
山
の
靴
を
履
き
、
謝
霊
運
の
よ
う
に
山
を
散
策
し

情
が
至
れ
ば
船
を
浮
か
べ
、
謝
安
の
よ
う
に
海
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

も
し
も
天
台
山
に
戻
ら
れ
て
、
石
橋
を
渡
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
な
ら

彼
と
手
を
携
え
て
、
雲
煙
に
包
ま
れ
た
仙
界
に
お
上
り
な
さ
い

■
解
説

韻
は
「
忽
・
月
・
越
・
發
」
で
、
入
声
六
月
の
韻
。「
賢
・
邊
・
然
・
船

・
煙
」
で
、
下
平
一
先
の
韻
。
五
言
古
詩
。

大
野
は
天
宝
二
年
（
七
四
三
）
の
作
と
す
る
。
後
掲
の
「
駕
去
温
泉
宮
後

贈
楊
山
人
」
が
李
白
の
出
仕
時
代
の
も
の
だ
と
し
、
そ
れ
と
同
じ
折
の
も
の

と
判
断
し
た
の
か
。
ま
た
詹
注
は
、「
題
解
」
で
許
嘉
甫
「
李
白
交
友
考
録

三
題
」
を
紹
介
し
、
詩
中
の
「
我
家
小
阮
賢
」
を
李
嘉
祐
で
あ
ろ
う
と
し
、

彼
が
台
州
刺
史
で
あ
っ
た
時
期
と
考
え
合
わ
せ
て
、
上
元
二
年
（
七
六
一
）

の
作
と
す
る
。
た
だ
し
詹
注
自
身
は
、
備
考
で
「
詩
之
情
調
又
與
李
白
上
元

時
期
之
心
情
不
類
、
存
疑
以
俟
再
考
」
と
そ
の
判
断
を
保
留
す
る
。
一
方
安

注
は
、
開
元
二
七
年
（
七
三
九
）
の
作
と
す
る
。
そ
れ
は
詩
中
の
「
我
家
小

阮
賢
」
を
李
白
の
甥
の
李
良
で
あ
ろ
う
と
し
、
彼
が
浙
江
刺
史
だ
っ
た
の
は

開
元
年
間
で
あ
っ
て
、
李
白
が
楚
の
地
に
い
た
の
は
、
同
二
七
年
だ
か
ら
だ

と
す
る
。

一
方
、
張
九
齢
に
「
送
楊
道
士
往
天
台
」
が
あ
り
（
２
）
、
熊
飛
は
開
元
二

五
年
（
七
三
五
）
頃
の
作
だ
ろ
う
と
す
る
（
３
）
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
詩
と
張

九
齡
の
詩
の
二
首
は
、
同
じ
時
に
「
送
別
の
宴
」
に
お
い
て
作
ら
れ
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。
当
時
ま
だ
官
界
で
は
な
に
も
な
し
て
い
な
か
っ
た
李
白
に

と
っ
て
、
張
九
齢
と
唱
和
で
き
た
と
す
れ
ば
名
誉
な
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
人

脈
作
り
の
点
で
も
大
き
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
張
九
齢
が
ほ
め
る
楊
山
人
に
対

し
て
も
、
李
白
は
そ
れ
な
り
の
敬
意
を
以
て
詩
を
作
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
送
別
の
宴
席
に
お
け
る
作
品
は
、
得
て
し
て
儀
礼
的
な
雰
囲

気
を
帯
び
、
硬
直
化
し
た
表
現
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
李
白
の
こ
の
詩
も
、

謝
霊
運
や
謝
安
を
引
く
と
い
う
常
套
的
な
手
法
を
取
っ
て
お
り
、
親
し
み
や

暖
か
み
に
乏
し
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
安
注
の
い
う
若
年
の
作
と
い
う
説

を
取
り
た
い
。

詩
自
体
は
、
楊
山
人
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
天
台
山
に
帰
る
の
を
見
送
る
も

の
で
、
前
半
で
は
楊
に
対
す
る
敬
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
後
半
で
は
台
州
に
い
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る
自
分
の
甥
を
友
人
と
し
て
推
薦
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
前
半
の
敬
意

が
真
の
も
の
な
ら
ば
、
甥
を
売
り
込
も
う
と
い
う
「
あ
ざ
と
さ
」
も
感
じ
ら

れ
る
（
４
）
。
な
お
、
最
後
の
二
句
、
李
白
自
身
が
一
緒
に
行
き
た
い
と
述
べ

て
い
る
と
い
う
解
釈
も
あ
る
が
、
詩
の
流
れ
か
ら
見
れ
ば
無
理
が
あ
る
。

こ
の
詩
で
は
天
台
山
は
、
楊
山
人
と
い
う
賢
者
（
隠
者
）
の
帰
隠
先
と
さ

れ
て
い
る
。
茫
漠
と
し
た
神
山
で
は
な
く
、
詩
人
の
眼
前
に
い
る
人
間
が
訪

ね
る
実
体
性
を
帯
び
た
山
岳
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
銭
塘
江

や
浦
陽
江
と
い
っ
た
、
帰
郷
の
途
中
の
景
勝
は
美
し
く
描
か
れ
て
も
、
天
台

山
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
「
石
橋
」
の
存
在
を
述
べ
る
の
み
で
、
具
体
的
な

描
写
や
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
六
朝
以

来
の
、
神
山
と
し
て
の
天
台
山
の
姿
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
い
も
の
で
は
な
い
。

＊
次
に
、
参
考
と
し
て
、
天
台
山
と
は
関
わ
ら
な
い
が
、
楊
山
人
に
関
わ
る
李

白
の
詩
を
二
首
掲
げ
る
。

﹇
参
考
１
﹈
駕
去
温
泉
宮
後
贈
楊
山
人

駕
し
て
温
泉
宮
を
去
る
の
後
、
楊
山
人
に
贈
る

李
白

☆
前
集
等
収
録
せ
ず

★
全
唐
詩
巻
一
六
八
、
宋
本
巻
八
、
王
注
本
巻
九

■
本
文
と
訓
訳

少

年

落

托

楚

漢

間

少
年
落
托
す

楚
漢
の
間

風

塵

蕭

瑟

多

苦

顏

風
塵
蕭
瑟
と
し
て
苦
顏
多
し

自

言

介

蠆

竟

誰

許

自
ら
言
ふ

介
蠆
に
し
て

竟
に
誰
か
許
さ

ん
と

長

吁

莫

錯

還

閉

關

長
吁
し
莫
錯
と
し
て
還
っ
て
關
を
閉
づ

一

朝

君

王

垂

拂

拭

一
朝
君
王

拂
拭
を
垂
れ

剖

心

輸

丹

雪

胸

臆

心
を
剖
き

丹
を
輸
し
て

胸
臆
を
雪
ぐ

ひ
ら

し
め

す
す

忽

蒙

白

日

回

景

光

忽
ち
白
日
の
景
光
を
回
ら
す
を
蒙
り

直

上

青

雲

生

羽

翼

直
ち
に
青
雲
に
上
っ
て

羽
翼
を
生
ず

幸

陪

鸞

輦

出

鴻

都

幸
に
鸞
輦
に
陪
し
て
鴻
都
を
出
で

身

騎

飛

龍

天

馬

駒

身
は
騎
る

飛
龍
天
馬
の
駒

王

公

大

人

借

顏

色

王
公
大
人

顏
色
を
借
し

金

章

紫

綬

來

相

趨

金
章
紫
綬
來
り
て
相
ひ
趨
る

當

時

結

交

何

紛

紛

當
時

交
を
結
ぶ

何
ぞ
紛
紛
た
る

片

言

道

合

惟

有

君

片
言
道
合
す
る
は

惟
だ
君
有
る
の
み

待

吾

盡

節

報

明

主

吾
の
節
を
盡
し
て
明
主
に
報
ず
る
を
待
ち

て

然

後

相

攜

臥

白

雲

然
る
後
に
相
ひ
攜
へ
て
白
雲
に
臥
せ
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。
題
を
、
全
唐
詩
は
「
駕
去
温
泉
後
贈
楊
山
人
」
と
す
る
。﹇
托
﹈

全
唐
詩
・
王
注
本
作
魄
。﹇
介
蠆
﹈
底
本
一
・
全
唐
詩
作
管
葛
。﹇
章
﹈
全
唐
詩
作
璋
。

■
語
注

○
蕭
瑟
…
秋
風
が
吹
き
抜
け
る
様
。
も
の
さ
び
し
い
様
。
○
介
蠆
…
詹
注
は
梗
塞
と
、

青
木
は
狷
介
な
性
格
と
解
す
る
。
全
唐
詩
の
よ
う
に
「
管
葛
」
な
ら
ば
、
管
仲
と
諸
葛
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亮
の
こ
と
。
己
を
彼
ら
に
比
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
○
莫
錯
…
索
漠
に
同
じ
。
意
気

消
沈
す
る
こ
と
。
○
拂
拭
…
器
物
の
塵
芥
を
ぬ
ぐ
っ
て
そ
の
真
価
を
見
い
だ
す
こ
と
。

○
白
雲
…
一
般
名
詞
で
も
白
雲
は
深
山
を
表
す
。
と
り
わ
け
天
台
山
は
、
司
馬
承
禎
が

白
雲
と
号
し
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
語
と
の
連
想
は
は
た
ら
き
や
す
い
。
あ
る
い
は
天

台
山
を
指
し
て
い
る
か
。

■
口
語
訳

（
私
は
）
少
年
時
代
は
南
方
の
あ
た
り
を
落
ち
ぶ
れ
て
移
ろ
い

世
俗
の
厳
し
い
風
に
吹
か
れ
て
苦
々
し
い
顔
ば
か
り
し
て
い
た

自
ら
思
っ
て
い
た
、
ふ
さ
が
れ
た
心
は
誰
も
認
め
て
く
れ
な
い
と

長
く
嘆
息
し
、
し
ょ
ん
ぼ
り
と
門
を
閉
ざ
し
て
引
き
こ
も
っ
て
い
た

そ
れ
が
あ
る
朝
、
私
の
真
価
を
見
抜
い
た
皇
帝
の
抜
擢
を
受
け
た
た
め

胸
を
開
き
赤
誠
を
示
し
て
、
懐
に
抱
く
思
い
を
残
さ
ず
申
し
上
げ
た

す
る
と
た
ち
ま
ち
太
陽
の
光
の
如
き
恩
寵
を
蒙
る
こ
と
と
な
り

羽
翼
を
生
や
し
て
蒼
天
に
馳
せ
登
り
、
朝
廷
で
活
躍
す
る
こ
と
と
な
っ
た

そ
し
て
こ
の
度
、
幸
い
に
も
皇
帝
陛
下
に
従
っ
て
大
都
を
出
て

飛
龍
天
馬
に
乗
っ
て
行
幸
に
随
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た

王
公
大
人
た
ち
も
顔
色
を
和
ら
げ
て
来
る
し

高
位
高
官
た
ち
も
小
走
り
に
駆
け
寄
る
あ
り
さ
ま

今
や
交
わ
り
を
結
ん
だ
人
は
数
知
れ
ず

し
か
し
一
片
の
言
葉
で
も
意
気
投
合
で
き
る
の
は
、
た
だ
君
ひ
と
り

ど
う
か
私
が
忠
誠
を
尽
く
し
て
す
ぐ
れ
た
君
主
に
恩
返
し
を
す
る
の
を
待
っ

て
い
て
く
れ
た
ま
え

そ
の
あ
か
つ
き
に
は
君
と
手
を
携
え
て
、
白
雲
の
彼
方
へ
隠
棲
し
よ
う

■
解
説

韻
字
は
「
間
・
顔
・
關
」
で
、
上
平
一
五
刪
の
韻
。「
拭
・
臆
・
翼
」
で
、

入
声
一
三
職
の
韻
。「
都
・
駒
・
趨
」
で
、
上
平
七
虞
の
韻
。「
紛
・
君
・
雲
」

で
上
平
一
二
文
の
韻
。
七
言
古
詩
。
青
木
に
訳
注
あ
り
。

李
白
の
長
安
出
仕
は
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
か
ら
同
三
年
（
七
四
四
）
の
わ

ず
か
三
年
間
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
間
に
、
皇
帝
の
温
泉
宮
へ
の
行
幸

に
侍
従
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
た
作
品
で
、
大
野
は
天
宝
二
年
（
七
四
三
）、

安
注
は
同
元
年
の
作
と
す
る
。
な
お
李
白
に
は
他
に
「
侍
從
遊
宿
温
泉
宮
作
」

（
宋
本
巻
一
八
）・「
温
泉
侍
從
歸
逢
故
人
」（
同
巻
八
）
が
あ
る
（
５
）
。

皇
帝
の
温
泉
宮
へ
の
行
幸
に
侍
従
で
き
た
こ
と
を
喜
び
、
多
く
の
貴
顕
た

ち
と
の
交
わ
り
を
誇
ら
し
げ
に
歌
う
。
そ
の
上
で
、
本
当
に
分
か
り
合
え
る

知
己
と
し
て
楊
播
を
あ
げ
、
功
成
り
名
遂
げ
た
後
に
、
彼
と
共
に
隠
棲
す
る

こ
と
を
告
げ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

楊
播
も
李
白
と
同
じ
頃
天
子
に
任
用
さ
れ
た
が
、早
く
に
去
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
詩
が
、
ま
だ
朝
廷
内
に
い
る
楊
播
に
向
け
た
も
の
か
、
既
に
退
隠
し
て

い
る
楊
播
へ
向
け
た
も
の
か
は
不
明
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
忙
し
げ
に
貴
顕
と

交
わ
る
姿
を
見
せ
つ
つ
、「
宮
仕
え
は
辛
い
よ
な
」
と
楊
播
へ
こ
っ
そ
り
と

目
配
せ
を
し
、
知
己
を
確
認
し
て
い
る
も
の
と
な
る
。
後
者
で
あ
れ
ば
、
そ

の
場
に
は
い
な
い
楊
播
に
対
し
、「
や
が
て
退
隠
す
る
が
、
も
う
少
し
待
っ

て
い
て
く
れ
」
と
呼
び
か
け
る
も
の
と
な
る
（
６
）
。

﹇
参
考
２
﹈
送
楊
山
人
帰
嵩
山

楊
山
人
の
嵩
山
に
歸
る
を
送
る
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李
白

☆
前
集
等
収
録
せ
ず

★
文
苑
英
華
（
以
下
「
文
苑
」）
巻
二
三
一
、
全
唐
詩
巻
一
七
六
、
宋
本
巻
一
五
、

王
注
本
巻
一
七

■
本
文
と
訓
訳

我

有

萬

古

宅

我
に
萬
古
の
宅
有
り

嵩

陽

玉

女

峯

嵩
陽
の
玉
女
峯

長

留

一

片

月

長
く
一
片
の
月
を
留
め

挂

在

東

溪

松

挂
け
て
東
溪
の
松
に
在
り

爾

去
掇

仙

草

爾

去
り
て

仙
草
を
掇
れ
ば

菖

蒲

花

紫

茸

菖
蒲
あ
り

花

紫
茸
た
り

歳

晩

或

相

訪

歳
晩
に

或
い
は
相
ひ
訪
は
ば

青

天

騎

白

龍

青
天
に

白
龍
に
騎
ら
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。﹇
三
・
四
句
﹈
宋
本
・
王
注
本
・
全
唐
詩
一
作
君
行
到
此
峯
，
餐

霞
駐
衰
容
。

■
語
注

○
嵩
山
…
河
南
省
登
封
県
の
中
岳
。
太
室
山
系
と
少
室
山
系
か
ら
な
る
。
○
玉
女
峯
…

太
室
二
十
四
峯
の
ひ
と
つ
。
○
菖
蒲
…
「
神
仙
伝
」「
抱
朴
之
」
な
ど
で
仙
草
と
さ
れ
る
。

李
白
に
「
嵩
山
採
菖
蒲
者
」（
宋
本
巻
二
二
）
が
あ
り
「
我
來
採
菖
蒲
、
服
食
可
延
年
」

の
句
が
あ
る
。
○
紫
茸
…
茸
は
草
の
芽
吹
き
、
あ
る
い
は
花
が
開
く
こ
と
。
謝
霊
運
「
於

南
山
往
北
山
、
經
湖
中
瞻
眺
」（「
文
選
」
巻
二
二
）
に
「
新
蒲
含
紫
茸
（
芽
吹
い
た
ば

か
り
の
蒲
は
紫
の
花
を
開
く
）」
と
あ
る
。
○
白
龍
…
後
漢
の
瞿
武
と
い
う
人
が
仙
草
を

服
用
し
、
つ
い
に
は
白
龍
に
の
っ
て
去
っ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
る
（「
廣
博
物
志
」）。

■
口
語
訳

私
に
は
永
久
の
住
処
と
す
べ
き
場
所
が
あ
る

そ
れ
は
嵩
山
南
麓
の
玉
女
峯
だ

そ
こ
で
は
一
片
の
月
を
長
く
引
き
留
め

東
の
渓
谷
の
松
に
掛
け
て
い
る

あ
な
た
は
そ
の
嵩
山
に
去
り
、
仙
草
を
摘
ま
れ
る
だ
ろ
う
が

そ
こ
に
は
菖
蒲
の
花
が
紫
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
だ
ろ
う

そ
れ
ゆ
え
年
も
暮
れ
て
私
が
あ
な
た
を
訪
問
し
て
も

あ
な
た
は
既
に
白
龍
に
乗
っ
て
、
蒼
空
へ
昇
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う

■
解
説

韻
字
は
、「
峯
・
松
・
茸
・
龍
」
で
、
上
平
二
冬
の
韻
。
五
言
律
詩
。

大
野
は
天
宝
四
年
（
七
四
五
）
の
作
と
い
い
、
安
注
は
同
三
年
（
七
四
四
）

の
作
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
李
白
が
長
安
の
朝
廷
を
追
わ
れ
て
す
ぐ
後

の
も
の
と
な
る
。
高
適
に
も
「
送
楊
山
人
歸
嵩
陽
」
が
あ
る
（「
全
唐
詩
」
巻

二
一
六
）。
同
じ
折
の
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
送
別
の
宴
を
共
に
し
た
も
の
か
（
７
）
。

前
半
は
嵩
山
を
描
き
、
後
半
で
楊
山
人
が
そ
こ
へ
帰
る
こ
と
を
述
べ
る
。

【

】
送
友
人
尋
越
中
山
水

友
人
の
越
中
の
山
水
を
尋
ぬ
る
を
送
る

40

李
白

☆
前
集
巻
上
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★
文
苑
巻
二
六
九
、
全
唐
詩
巻
一
七
五
、
宋
本
巻
一
四
、
王
注
本
巻
一
六

■
本
文
と
訓
訳

聞

道

稽

山

去

聞
く
な
ら
く

稽
山
に
去
る
と

偏

宜

謝

客

才

偏
へ
に
謝
客
の
才
に
宜
し

千

巖

泉

灑

落

千
巖

泉

灑
落
し

萬

壑

樹
縈

迴

萬
壑

樹
縈
迴
す

東

海

橫

秦

望

東
海
は

秦
望
に
横
た
は
り

西

陵

遶

越

臺

西
陵
は

越
臺
を
遶
る

お
か

湖

清

霜

鏡

曉

湖
は
清
し

霜
鏡
の
曉

濤

白

雪

山

來

濤
は
白
く
し
て
雪
山
よ
り
來
た
る

八

月

枚

乘

筆

八
月

枚
乘
の
筆

三

呉

張

翰

杯

三
呉
張
翰
の
杯

此

中

多

逸

興

此
の
中

逸
興
多
け
れ
ど
も

早

晩

向

天

台

早
晩

天
台
に
向
か
は
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

な
し

■
語
注

○
八
月
枚
乘
筆
…
秋
は
銭
塘
江
の
大
溯
流
が
よ
く
起
こ
る
。
枚
乘
「
七
發
」（「
文
選
」

巻
三
四
）
に
「
觀
濤
乎
廣
陵
之
曲
江
」
と
あ
り
、
大
溯
流
を
描
写
す
る
。
○
張
翰
…
魏

末
か
ら
東
晋
の
は
じ
め
の
人
。
文
を
よ
く
し
た
と
い
う
。「
晋
書
」
巻
九
二
本
伝
。
そ
こ

に
は
「
後
世
に
名
が
残
る
よ
り
は
、
今
の
一
杯
の
酒
の
方
が
い
い
」
と
述
べ
た
と
い
う

話
を
載
せ
る
。

■
口
語
訳

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
君
は
会
稽
山
に
行
か
れ
る
と
か

そ
こ
は
謝
霊
運
が
詩
才
を
発
揮
し
た
と
こ
ろ
、
君
に
も
ぴ
っ
た
り
だ
ろ
う

千
も
の
巌
が
重
な
っ
て
滝
の
水
が
注
ぎ

万
も
の
谷
に
樹
木
が
廻
る
よ
う
生
え
て
い
る

東
に
は
秦
望
山
を
隔
て
て
大
海
が
横
た
わ
り

西
に
は
越
台
を
廻
る
よ
う
に
し
て
丘
陵
が
広
が
る

湖
は
澄
み
切
っ
て
い
て
、
霜
が
降
り
た
明
け
方
の
鏡
の
よ
う
だ
し

白
い
波
し
ぶ
き
は
、
雪
山
か
ら
下
り
て
き
た
か
の
よ
う
だ

八
月
に
観
濤
し
た
枚
乗
の
筆
致
に
あ
や
か
り

三
呉
の
地
で
、
張
翰
と
心
を
同
じ
く
し
て
酒
を
楽
し
む
が
い
い

こ
の
地
は
誠
に
興
趣
に
尽
き
な
い
が

更
に
い
つ
か
は
天
台
山
へ
も
向
か
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

■
解
説

韻
字
は
「
才
・
迴
・
臺
・
來
・
杯
・
台
」
で
、
上
平
一
○
灰
の
韻
。
五
言

排
律
。

大
野
・
安
注
と
も
年
代
不
詳
と
す
る
。

会
稽
山
へ
向
か
う
友
人
を
見
送
り
、
そ
の
山
水
の
す
ば
ら
し
さ
を
歌
う
。

そ
し
て
最
後
に
会
稽
山
も
い
い
け
れ
ど
、
天
台
山
こ
そ
が
最
高
で
あ
り
、
是

非
そ
こ
へ
行
く
よ
う
薦
め
て
い
る
。
直
接
天
台
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
描
写
す

る
の
で
は
な
く
、
会
稽
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
描
い
た
上
で
、
天
台
山
を
そ
れ

よ
り
上
に
位
置
づ
け
る
。
ま
た
こ
う
し
た
美
し
い
山
水
は
、
謝
霊
運
・
枚
乗

・
張
翰
と
い
っ
た
優
れ
た
文
人
に
、
そ
の
詩
才
を
発
揮
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
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る
と
い
う
。
山
岳
の
持
つ
魅
力
や
価
値
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
点
を
直
截

に
述
べ
た
詩
と
な
っ
て
い
る
。

【

】
金
陵
送
張
十
一
再
遊
東
呉

41

金
陵
に
て
張
十
一
の
再
び
東
呉
に
遊
ぶ
を
送
る

李
白

☆
前
集
別
集

★
文
苑
巻
二
六
九
、
全
唐
詩
巻
一
七
六
、
宋
本
巻
一
五
、
王
注
本
巻
一
七

■
本
文
と
訓
訳

張

翰

黄

花

句

張
翰

黄
花
の
句

風

流

五

百

年

風
流

五
百
年

誰

人

今

繼

作

誰
人
か

今

繼
ぎ
作
る

た
れ
ひ
と

夫

子

世

稱

賢

夫
子

世
に
賢
と
稱
す

再

動

游

呉

櫂

再
び
呉
に
游
ぶ
の
櫂
を
動
か
し

還

浮

入

海

船

還
た
浮
か
ぶ

海
に
入
る
の
船

春

光

白

門

柳

春
光
白
門
の
柳

霞

色

赤

城

天

霞
色

赤
城
の
天

去

國

難

爲

別

國
を
去
り

別
れ
を
爲
し
難
く

思

歸

各

未

旋

歸
を
思
ひ
て

各
お
の
未
だ
旋
ら
ず

か
へ

空

餘

賈

生

涙

空
し
く
餘
す

賈
生
の
涙

相

顧

共

悽

然

相
ひ
顧
み
て

共
に
悽
然
た
り

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
櫂
﹈
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
棹
。

■
語
注

○
金
陵
…
建
康
。
今
の
南
京
あ
た
り
の
ま
ち
。
○
張
十
一
…
不
詳
。
○
張
翰
黄
花
句
…

張
翰
は
【

】。
彼
の
「
雜
詩
」（「
文
選
」
巻
二
九
）
に
「
青
條
若
總
翠
、
黄
華
如
散
金
」

40

と
あ
る
。
○
白
門
…
建
康
城
の
西
門
。
○
賈
生
涙
…
「
史
記
」
屈
原
賈
生
列
伝
に
、
賈

誼
が
中
央
政
府
か
ら
放
逐
さ
れ
、
梁
王
の
太
傅
と
な
っ
た
が
、
王
が
落
馬
し
て
命
を
失

う
と
、
傅
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
み
、
一
年
以
上
泣
き
と
お

し
て
死
ん
だ
と
い
う
話
が
あ
る
。
時
局
を
悲
憤
慷
慨
し
て
の
涙
と
と
る
注
も
あ
る
が
、「
史

記
」
に
基
づ
く
限
り
、
中
央
か
ら
放
逐
さ
れ
て
辺
境
の
地
に
追
い
や
ら
れ
、
更
に
そ
こ

で
も
何
事
も
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
み
、
歎
い
て
の
涙
で
あ
る
。

■
口
語
訳

張
翰
は
、「
黄
華
は
金
を
散
ず
る
が
如
し
」
の
名
句
を
作
っ
た
が

そ
の
遺
風
は
五
百
年
後
の
今
に
伝
わ
る

今
で
は
誰
が
そ
れ
を
継
い
で
い
る
か
と
い
え
ば

ま
さ
に
君
が
そ
れ
で
、
世
間
で
は
賢
者
と
称
さ
れ
て
い
る

そ
の
君
は
、
再
び
呉
の
地
に
遊
ぶ
た
め
の
舵
を
あ
や
つ
り

海
に
入
る
船
に
乗
っ
て
水
に
浮
か
ん
で
い
る

お
り
し
も
こ
こ
金
陵
で
は
、
春
の
光
が
西
門
の
柳
を
輝
か
せ
て
い
る
が

あ
の
赤
城
山
あ
た
り
で
は
、
天
空
を
赤
い
霞
が
包
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う

私
た
ち
は
今
で
も
故
郷
を
離
れ
て
い
る
身
だ
か
ら
、
こ
こ
で
お
別
れ
す
る
の

は
更
に
苦
し
い
も
の
が
あ
る

帰
り
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、
君
も
私
も
果
た
せ
な
い
で
い
る

異
境
の
地
で
果
て
た
賈
誼
の
よ
う
な
涙
を
、
私
た
ち
も
空
し
く
も
流
し

顧
み
て
は
、
共
に
傷
ま
し
い
思
い
を
抱
く
の
で
あ
る
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■
解
説

韻
字
は
、「
年
・
賢
・
船
・
天
・
旋
・
然
」
で
、
下
平
一
先
の
韻
。
五
言

排
律
。

大
野
・
安
注
と
も
に
、
天
宝
八
年
（
七
四
九
）
の
作
と
す
る
。

別
れ
の
悲
傷
を
歌
う
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
「
功
成
り
名
遂
げ
」
る
こ
と
な

く
、
異
境
で
無
駄
に
時
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
自
分
（
達
）
の
悲
哀
を

重
ね
て
い
る
。

金
陵
城
の
西
門
で
見
送
っ
て
い
る
の
だ
が
、
張
某
の
旅
先
が
、
題
で
は
「
東

呉
」
と
あ
り
、
方
角
が
逆
で
あ
る
。
あ
る
い
は
西
門
か
ら
出
る
が
、
ぐ
る
っ

と
回
っ
て
東
へ
向
か
う
の
か
。
詩
の
本
文
で
は
霞
の
か
か
っ
た
赤
城
山
が
登

場
す
る
が
、
こ
れ
は
呉
で
は
な
く
越
。
あ
る
い
は
張
某
は
、
東
呉
の
後
に
天

台
山
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

あ
る
い
は
そ
う
し
た
地
理
的
な
関
係
は
重
要
な
問
題
で
は
な
く
、
張
某
の

訪
問
先
と
し
て
天
台
山
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
対
句
作
り
を
考
慮
し
て

の
も
の
か
。「
春
光
白
門
柳
」
と
「
霞
色
赤
城
天
」
と
で
、「
こ
こ
」
で
の
明

る
い
光
と
「
む
こ
う
」
で
の
ぼ
ん
や
り
と
し
た
霞
と
の
対
比
や
、「
白
」
と

「
赤
」
の
色
彩
語
の
対
比
な
ど
が
あ
る
。
表
現
の
点
で
、
後
掲
の
絵
画
を
見

て
の
作
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
対
句
と
し
て
は
よ
く
で
き
て
い
る
と
言

え
る
が
、
言
い
方
を
換
え
れ
ば
、
対
句
の
た
め
に
赤
城
山
を
選
ん
だ
だ
け
で

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
天
台
山
（
赤
城
山
）
と
い
う
山

岳
そ
の
も
の
に
対
す
る
李
白
の
視
線
は
冷
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

【

】
送
紀
秀
才
游
越

紀
秀
才
の
越
に
游
ぶ
を
送
る

42

李
白

☆
前
集
な
ど
収
録
せ
ず

★
文
苑
巻
二
六
九
、
全
唐
詩
巻
一
七
六
、
宋
本
巻
一
五
、
王
注
本
巻
一
七

■
本
文
と
訓
訳

海

水

不

滿

眼

海
水
も
眼
に
滿
た
ず

觀

濤

難

稱

心

濤
を
觀
る
も

心
に
稱
ひ
難
し

即

知

蓬
萊

石

即
ち
知
る

蓬
萊
の
石

却

是

巨

鼇

簪

却
っ
て
是
れ

巨
鼇
の
簪
な
る
を

送

爾

遊

華

頂

爾
の
華
頂
に
遊
ぶ
を
送
れ
ば

令

余

發
舄

吟

余
を
し
て
舄
の
吟
を
發
せ
し
む

仙

人

居

射

的

仙
人

射
的
に
居
り

道

士

住

山

陰

道
士

山
陰
に
住
む

禹

穴

尋

溪

入

禹
穴
は
溪
を
尋
ね
て
入
り

雲

門

隔

嶺

深

雲
門
は
嶺
を
隔
て
て
深
し

緑

蘿

秋

月

夜

緑
蘿

秋
月
の
夜

相

憶

在

鳴

琴

相
ひ
憶
ふ
こ
と

鳴
琴
に
在
り

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。﹇
令
﹈
詹
注
作
今
。

■
語
注

○
紀
秀
才
…
不
詳
。
○
觀
濤
…
銭
塘
江
の
逆
流
を
眺
め
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は

海
の
波
を
見
る
と
取
っ
た
。
○
巨
鼇
…
巨
鼇
が
神
山
を
支
え
て
い
る
話
は
「
列
子
」
湯

問
。【

】
に
見
え
る
。
○
發
舄
吟
…
王
粲
「
登
樓
賦
」（「
文
選
」
巻
一
一
）
に
「
荘
舄

35

顯
而
越
吟
」
と
あ
る
。
越
人
の
荘
舄
が
、
異
国
の
楚
で
貴
顕
と
な
っ
た
が
、
故
郷
を
思
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っ
て
越
の
歌
を
歌
っ
た
。
李
白
「
贈
崔
侍
御
」（
宋
本
巻
八
）
に
「
笑
吐
張
儀
舌
、
愁
爲

荘
舄
吟
」
と
あ
る
。
○
射
的
…
射
的
山
。
会
稽
の
東
南
に
あ
り
、
羽
客
が
住
ん
だ
と
い

う
。
○
道
士
住
山
陰
…
「
法
書
要
録
」
巻
二
に
は
、
王
羲
之
が
山
陰
に
住
む
道
士
が
飼

っ
て
い
る
鵞
鳥
を
欲
し
、
河
上
公
注
「
老
子
」
を
書
写
し
て
交
換
し
た
と
い
う
話
が
あ

る
。
○
禹
穴
…
禹
に
関
わ
る
洞
窟
で
、
司
馬
遷
も
探
訪
し
た
と
い
う
（「
史
記
」
太
史
公

自
序
）。
会
稽
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
い
う
。
○
雲
門
…
会
稽
の
南
に
あ
る
山
。
あ
る
い
は

そ
こ
に
あ
っ
た
雲
門
寺
。
○
緑
蘿
秋
月
夜
…
【

】
に
「
天
台
緑
蘿
月
」
の
句
が
あ
る
。

38

■
口
語
訳

大
海
原
の
水
も
目
を
満
た
す
も
の
で
は
な
く

銭
塘
江
の
逆
流
の
大
波
も
心
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い

そ
こ
で
理
解
で
き
る
、
蓬
莱
山
の
巨
岩
も

そ
れ
を
支
え
る
巨
大
な
鼈
か
ら
見
れ
ば
、
簪
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
と

あ
な
た
が
華
頂
峯
に
遊
ぶ
の
を
見
送
っ
て
い
る
と

故
郷
の
越
の
歌
を
歌
っ
た
荘
舄
と
同
じ
く
、
私
も
越
を
詩
に
詠
み
た
く
な
っ

た
越
に
は
羽
客
の
住
む
射
的
山
が
あ
り

山
陰
に
は
王
羲
之
に
鵞
鳥
を
与
え
た
道
士
が
住
ん
で
い
る
と
い
う

禹
穴
は
渓
流
を
溯
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り

雲
門
山
も
嶺
を
隔
て
た
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る

（
そ
の
越
の
地
で
）
緑
の
蔦
が
秋
の
月
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
頃
に
は

琴
を
鳴
ら
し
て
共
に
楽
し
ん
だ
私
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い

■
解
説

韻
字
は
「
心
・
簪
・
吟
・
陰
・
深
・
琴
」
で
、
下
平
一
二
侵
の
韻
。
五
言

排
律
。

大
野
は
【

】
と
同
じ
頃
、
天
宝
八
年
（
七
四
九
）
の
作
と
し
、
中
国
の

41

諸
注
も
だ
い
た
い
同
意
見
。
但
し
安
注
は
作
年
不
詳
と
す
る
。

詩
全
体
の
流
れ
は
い
ま
ひ
と
つ
得
心
が
い
か
な
い
が
、
一
応
右
記
の
よ
う

に
訳
し
て
み
た
。
友
人
の
紀
秀
才
が
越
の
方
へ
旅
す
る
の
を
見
送
り
、
自
分

の
彼
の
地
へ
の
憧
れ
を
詠
う
。紀
秀
才
の
訪
問
先
で
あ
る
越
の
代
表
と
し
て
、

華
頂
峯
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
描
写
や
豊
か
な
イ
メ
ー

ジ
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い
。

【

】
贈
僧
崖
公

僧
崖
公
に
贈
る

43

李
白

☆
前
集
別
編

★
全
唐
詩
巻
一
六
九
、
宋
本
巻
九
、
王
注
本
巻
一
○

■
本
文
と
訓
訳

昔

在

朗

陵

東

昔

朗
陵
の
東
に
在
り
し
と
き

學

禪

白

眉

空

禪
を
白
眉
空
に
學
び
た
り

大

地

了

鏡

徹

大
地
は
了
と
し
て
鏡
の
徹
す
る
が
ご
と
く

迴

旋

寄

輪

風

迴
旋
し
て
輪
風
に
寄
す

攬

彼

造

化

力

彼
の
造
化
の
力
を
攬
り
と

持

爲

我

神

通

持
し
て
我
が
神
通
と
爲
す

晩

謁

太

山

君

晩
に
太
山
君
に
謁
し

親

見

日

没

雲

親
し
く
日
の
雲
に
没
す
る
を
見
る

中

夜

臥

山

月

中
夜
山
月
に
臥
し
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拂

衣

逃

人

群

衣
を
拂
ひ
て

人
群
よ
り
逃
る

授

余

金

仙

道

余
に
金
仙
の
道
を
授
く

曠

劫

未

始

聞

曠
劫

未
だ
始
め
よ
り
聞
か
ざ
る
な
り

冥

機

發

天

光

冥
機

天
光
を
發
き

ひ
ら

獨

朗

謝

垢

氛

獨
り
朗
と
し
て
垢
氛
を
謝
す

虚

舟

不
繫

物

虚
舟
物
に
繫
が
れ
ず

觀

化

遊

江

濆

化
を
觀
て

江
の
濆
に
遊
ぶ

み
ぎ
は

江

濆

遇

同

聲

江
の
濆
に
て

同
聲
に
遇
ふ

道

崖

乃

僧

英

道
崖

乃
ち
僧
英
な
り

説

法

動

海

嶽

説
法
は
海
嶽
を
動
か
し

遊

方

化

公

卿

遊
方
し
て
は
公
卿
を
化
す

手

秉

玉

麈

尾

手
に
玉
の
麈
尾
を
秉
り
と

如

登

白

樓

亭

白
樓
の
亭
に
登
る
が
如
し

微

言

注

百

川

微
言

百
川
に
注
ぎ

亹

亹

信

可

聽

亹
亹
と
し
て
信
に
聽
く
べ
し

び
び

一

風

鼓

群

有

一
風
群
有
を
鼓
し

萬

籟

各

自

鳴

萬
籟

各
お
の

自

ら
鳴
る
が
ご
と
し

お
の
づ
か

啓

閉

八
牕

牖

閉
せ
る
八
牕
牖
を
啓
く
が
ご
と
く

託

宿

掣

電

霆

託
宿
に
電
霆
を
掣
く
が
ご
と
し

ひ

自

言

歴

天

台

自
ら
言
ふ

天
台
を
歴
す

み
づ
か

搏

壁

躡

翠

屏

壁
を
搏
ち

翠
屏
を
躡
み

凌

兢

石

橋

去

凌
兢
と
し
て

石
橋
を
去
り

恍

惚

入

青

冥

恍
惚
と
し
て

青
冥
に
入
ら
ん
、
と

昔

往

今

來

歸

昔
往
き

今
來
歸
す

絶

景

無

不

經

絶
景

經
ざ
る
は
無
し

何

日

更

攜

手

何
れ
の
日
か

更
に
手
を
攜
へ
て

乘
桮

向

蓬

瀛

桮

に
乘
じ
て

蓬
瀛
に
向
か
は
ん

さ
か
づ
き

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
牕
﹈
全
唐
詩
作
窗
。﹇
言
﹈
底
本
作
去
。
倣
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
改
言
。

■
語
注

○
僧
崖
公
…
不
詳
。
○
朗
陵
…
河
南
省
の
山
名
。
○
白
眉
空
…
不
詳
。
○
鏡
徹
…
「
楞

嚴
經
」
巻
一
○
に
「
觀
諸
世
間
大
地
河
山
、
如
鏡
鑑
明
、
來
無
所
粘
、
過
無
踪
跡
」
と

あ
る
。
○
輪
風
…
「
法
苑
珠
林
」
巻
四
に
「
智
度
論
云
、
三
千
大
千
世
界
皆
依
風
輪
爲

基
」
と
あ
る
。
○
造
化
…
「
荘
子
」
大
宗
師
に
「
今
一
以
天
地
爲
大
鑪
、
以
造
化
爲
大

冶
」
と
あ
る
。
○
金
仙
…
仏
。
○
曠
劫
…
と
て
も
長
い
時
間
。
○
冥
機
…
深
い
覚
り
。

○
天
光
…
「
荘
子
」
庚
桑
楚
に
「
宇
泰
定
者
、
發
乎
天
光
」
と
あ
る
。
○
垢
氛
…
謝
霊

運
「
述
祖
徳
詩
」（「
文
選
」
巻
一
九
）
に
「
兼
抱
濟
物
性
、
而
不
纓
垢
氛
」
と
あ
る
。

○
孤
舟
…
「
荘
子
」
列
禦
寇
に
「
泛
若
不
繋
之
舟
、
虚
而
遨
遊
者
也
」
と
あ
る
。
○
観

化
…
「
荘
子
」
至
楽
に
「
吾
與
子
、
觀
化
而
化
及
我
、
我
又
何
惡
焉
」
と
あ
る
。
○
同

聲
…
「
易
」
乾
・
文
言
伝
に
「
同
聲
相
應
、
同
氣
相
求
」
と
あ
る
。
○
白
樓
亭
…
「
世

説
新
語
」
賞
誉
に
、
孫
綽
と
許
詢
と
が
白
楼
亭
で
清
談
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
○
亹

亹
…
努
め
て
倦
ま
な
い
様
。「
詩
経
」
大
雅
・
崧
高
に
「
亹
亹
申
伯
」
と
あ
り
、「
晋
書
」

謝
安
伝
に
彼
を
「
此
客
亹
亹
」
と
表
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
○
掣
電
霆
…
稲
妻
が
き

ら
め
く
、
短
い
時
間
の
形
容
。
崖
公
の
教
え
を
聞
い
た
人
々
が
、
瞬
時
に
悟
り
を
得
た

様
を
形
容
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
王
羲
之
「
筆
書
論
」
に
「
擺
撥
似
驚
雷
掣
電
」
と
あ

る
。
○
凌
兢
…
恐
れ
お
の
の
く
様
。
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■
口
語
訳

私
は
か
つ
て
朗
陵
に
い
た
と
き

白
眉
空
と
い
う
高
僧
に
禅
を
学
ん
だ

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
地
の
間
の
す
べ
て
の
事
物
は
鏡
に
映
る
よ
う
に
は
っ
き

り
と
分
明
で

吹
く
風
に
よ
っ
て
廻
る
よ
う
に
常
に
変
化
・
流
転
し
て
い
る

そ
こ
で
彼
の
造
物
主
の
力
を
身
に
付
け

か

己
の
神
通
力
と
す
る
の
で
あ
る
、
と

そ
の
後
、
泰
山
の
神
に
拝
謁
し

親
し
く
太
陽
が
雲
間
に
没
す
る
の
を
見
た

夜
中
に
月
の
照
ら
す
山
中
に
臥
し

同
宿
の
も
の
た
ち
か
ら
逃
れ
深
山
に
入
っ
た

神
は
私
に
仏
の
道
を
授
け
た
が

そ
れ
は
ま
だ
誰
も
聞
い
た
こ
と
の
な
い
未
来
永
劫
に
続
く
真
理
で
あ
っ
た

天
の
光
が
き
ら
め
い
た
よ
う
に
、
一
瞬
に
し
て
深
遠
な
悟
り
に
至
り

吾
ひ
と
り
俗
塵
を
払
い
落
と
す
こ
と
が
で
き
た

そ
れ
以
後
、
繋
が
れ
な
い
船
の
如
く
、
何
者
に
も
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

自
然
の
物
化
を
観
じ
な
が
ら
長
江
の
ほ
と
り
ま
で
流
れ
て
き
た

そ
の
長
江
の
水
際
で
、
心
を
同
じ
く
す
る
友
と
出
逢
っ
た

道
崖
と
い
い
、
傑
出
し
た
僧
侶
で
あ
る

そ
の
説
法
を
聞
け
ば
、
大
海
や
大
岳
ま
で
も
が
心
を
揺
る
が
し

四
方
に
遊
説
し
て
は
、
公
卿
た
ち
で
す
ら
教
化
さ
れ
帰
依
す
る

崖
公
が
玉
の
払
子
を
手
に
し
て
法
を
説
く
そ
の
様
は

孫
綽
や
許
詢
が
白
楼
亭
で
清
談
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
清
ら
か
だ

そ
の
精
微
な
言
葉
は
、
百
川
の
水
の
流
れ
の
如
く
流
麗
で

倦
む
こ
と
の
無
い
そ
の
説
法
は
、
ま
こ
と
に
傾
聴
す
る
に
た
る

そ
れ
は
喩
え
れ
ば
、
一
陣
の
風
が
万
物
に
吹
き
寄
せ
る
と

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
穴
が
自
ず
か
ら
音
を
響
か
せ
る
か
の
よ
う
だ

閉
ざ
さ
れ
て
い
た
す
べ
て
の
窓
が
か
ら
り
と
開
い
た
よ
う

夜
中
に
稲
妻
が
ピ
カ
リ
と
き
ら
め
く
よ
う
に
、
仏
の
教
え
を
一
瞬
に
し
て
覚

る
の
で
あ
る

そ
の
崖
公
が
言
う
に
は
、
か
つ
て
天
台
山
を
遍
歴
し
た

絶
壁
を
よ
じ
登
り
、
碧
の
屏
風
の
よ
う
な
巌
を
踏
ん
で

お
の
の
き
な
が
ら
石
橋
を
渡
り

恍
惚
と
し
て
青
空
に
入
っ
て
い
っ
た
の
だ
と

先
に
出
か
け
て
今
還
っ
て
き
た
ば
か
り
で

絶
景
は
す
べ
て
経
巡
っ
て
き
た
と
の
こ
と

（
天
台
山
は
確
か
に
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
）
い
つ
に
な
っ
た
ら
君

と
手
を
携
え
て

盃
に
乗
っ
て
蓬
莱
・
瀛
州
と
い
っ
た
本
当
の
神
山
に
行
け
る
の
で
し
ょ
う

■
解
説

韻
字
は
、「
東
・
空
・
風
・
通
」
で
、
上
平
一
東
の
韻
。「
君
・
雲
・
群
・

聞
・
氛
・
濆
」
で
、
上
平
一
二
文
の
韻
。
後
半
は
通
韻
で
あ
ろ
う
。
下
平
八

庚
と
下
平
九
青
と
を
通
じ
る
と
見
た
。「
聲
・
英
・
卿
」
で
下
平
八
庚
、「
亭

・
聽
」
で
下
平
九
青
、「
鳴
」
で
下
平
八
庚
、「
霆
・
屏
・
冥
・
經
」
で
下
平

九
青
、「
瀛
」
で
下
平
八
庚
の
韻
。
五
言
古
詩
。

大
野
・
安
注
と
も
天
宝
一
三
年
（
七
五
四
）
の
作
と
す
る
。
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崖
公
と
い
う
僧
侶
に
贈
っ
た
詩
で
、
こ
の
僧
侶
を
褒
め
称
え
た
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
白
眉
空
と
い
う
禅
僧
を
あ
げ
、
次
に
そ
れ
を
上
回
る
存
在
と
し
て

道
教
の
泰
山
の
神
を
示
し
、
更
に
そ
れ
よ
り
も
優
れ
た
存
在
と
し
て
崖
公
を

位
置
づ
け
る
。
贈
答
の
詩
で
あ
れ
ば
仕
方
が
な
い
が
、
手
放
し
の
礼
賛
に
は

節
操
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

詩
題
に
あ
る
僧
崖
公
が
、
自
ら
の
天
台
山
遍
歴
を
述
べ
る
と
こ
ろ
で
、「
搏

壁
」「
翠
屏
」「
石
橋
」
と
い
っ
た
、
孫
綽
の
賦
を
踏
ま
え
た
表
現
を
使
用
し
、

ま
た
「
入
青
冥
」
と
述
べ
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
山
川
訪
問
先
と
し
て
の

天
台
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
登
場
人
物
を
そ
こ
に
行
か
せ
る
こ
と
で
表
現
し

て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
そ
の
表
現
は
、
孫
綽
の
賦
を
踏
ま
え
る
な
ど
常

套
的
な
範
囲
を
超
え
な
い
。
む
し
ろ
最
後
に
は
「
蓬
莱
・
瀛
州
」
へ
の
遊
行

を
よ
り
す
ば
ら
し
い
も
の
と
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
崖

公
の
天
台
山
遊
や
あ
る
い
は
天
台
山
そ
の
も
の
は
、
真
の
仙
界
遊
行
の
引
き

立
て
役
と
し
て
こ
こ
で
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
様
に
も
見
え
る
。

Ｃ

神
山
と
し
て
の
天
台
山
を
詠
う
も
の
（
一
部
）

【

】
夢
遊
天
姥
吟
留
別

夢
に
天
姥
に
遊
ぶ
の
吟
、
留
別

46

李
白

☆
前
集
巻
上
、
許
本
巻
六

★
河
岳
英
霊
集
巻
上
、
方
外
志
巻
三
○
、
全
唐
詩
巻
一
七
四
、
仏
道
詩
歌
、

宋
本
巻
一
三
、
王
注
本
巻
一
五

＊
長
文
な
の
で
、
全
体
を
三
段
に
分
け
る
。
第
二
段
は
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
た
。

■
本
文
と
訓
訳

﹇
第
一
段
﹈

海

客

談

瀛

洲

海
客

瀛
洲
を
談
ず
る
も

煙

濤

微

茫

信

難

求

煙
濤
微
茫
に
し
て
信
に
求
め
難
し

ま
こ
と

越

人

道

天

姥

越
人

天
姥
を
道
ふ
に

い

雲

霓

明

滅

或

可

覩

雲
霓

明
滅
し
て
或
い
は
覩
る
べ
し

天

姥

連

天

向

天

橫

天
姥

天
に
連
な
り

天
に
向
か
ひ
て
橫
た

は
り

勢

拔

五

嶽

掩

赤

城

勢
ひ
は
五
嶽
を
抜
き
赤
城
を
掩
ふ

台

山

一

萬

八

千

丈

台
山
一
萬
八
千
丈

對

此

欲

倒

東

南

傾

此
に
對
し
東
南
に
倒
れ
傾
か
ん
と
欲
す

我

欲

因

之

夢

呉

越

我
は
之
に
因
り
呉
越
を
夢
み
ん
と
欲
す

一

夜

飛

度

鏡

湖

月

一
夜

飛
び
度
る

鏡
湖
の
月

わ
た

﹇
第
二
段
の
一
﹈

湖

月

照

我

影

湖
月

我
が
影
を
照
ら
し

送

我

至
剡

溪

我
を
送
り
て
剡
溪
に
至
ら
し
む

謝

公

宿

處

今

尚

在

謝
公
の
宿
處

今

尚
ほ
在
り

淥

水

蕩

漾

青

猿

啼

淥
水

蕩
漾
と
し
て
青
く
猿

啼
く

脚

著

謝

公

屐

脚
に
謝
公
の
屐
を
著
け

身

登

青

雲

梯

身
は
青
雲
の
梯
を
登
る

半

壁

見

海

日

半
壁
に

海
日
を
見

空

中

聞

天
雞

空
中
に

天
雞
を
聞
く
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千

巖

萬

壑

路

不

定

千
巖
萬
壑

路
定
ま
ら
ず

迷

花

倚

石

忽

已

暝

花
に
迷
ひ

石
に
倚
り
て

忽
ち
已
に
暝
し

﹇
第
二
段
の
二
﹈

熊

咆

龍

吟

殷

巖

泉

熊
は
咆
え

龍
は
吟
じ
て

巖
泉
殷
た
り

慄

深

林

兮

驚

層

巓

深
林
を
慄
は
せ
層
巓
を
驚
か
す

ふ
る

雲

青

青

兮

欲

雨

雲
は
青
青
と
し
て
雨
ふ
ら
ん
と
欲
し

水

澹

澹

兮

生

煙

水
は
澹
澹
と
し
て
煙
を
生
ず

列

闕

霹

靂

列
闕
霹
靂

邱

巒

崩

摧

邱
巒

崩
摧
す

洞

天

石

扉

洞
天

石
扉

訇

然

中

開

訇
然
と
し
て
中
に
開
く

青

冥

浩

蕩

不

見

底

青
冥
浩
蕩
と
し
て
底
を
見
ず

日

月

照

耀

金

銀

臺

日
月

照
耀
す

金
銀
の
臺

霓

爲

裳

兮

風

爲

馬

霓
を
裳
と
な
し
風
を
馬
と
な
し
た
る

雲

中

君

兮

紛

紛

而

來

下

雲
中
の
君
は

紛
紛
と
し
て
來
り
下

る

虎

鼓

瑟

兮

鸞

迴

車

虎
は
瑟
を
鼓
し
鸞
は
車
を
迴
ら
し

神

僊

之

人

兮

列

如

麻

神
僊
の
人

列
す
る
こ
と
麻
の
如
し

忽

魂

悸

以

魄

奪

忽
と
し
て
魂

悸
き

以
て
魄

奪
し

お
ど
ろ

怳

驚

起

而

長

嗟

怳
と
し
て
驚
き
起
ち
て

長
嗟
す

惟

覺

時

之

枕

席

惟
だ
覺
む
る
時
の
枕
席
の
み
あ
り
て

失

向

來

之

煙

霞

向
來
の
煙
霞
を
失
へ
り

﹇
第
三
段
﹈

世

間

行

樂

亦

如

此

世
間
の
行
樂
も
亦
た
此
く
の
如
し

古

來

萬

事

東

流

水

古
來

萬
事

東
流
の
水

別

君

去

兮

何

時

還

君
に
別
れ
去
ら
ば
何
れ
の
時
か
還
ら
ん

且

放

白

鹿

青

崖

間

且
く
白
鹿
を
放
つ
青
崖
の
間

須

行

即

騎

須
ら
く
行
く
べ
く
ん
ば

即
ち
騎
し
て

向

名

山

名
山
に
向
か
は
ん

安

能

摧

肩

折

腰

事

權

貴

安
く
ん
ぞ
能
く
肩
を
摧
き
腰
を
折

り
て
權
貴
に
事
へ

使

我

不

得

開

心

顏

我
を
し
て
心
顔
を
開
く
を
得
ざ
ら
し
め
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

題
を
、
河
岳
・
方
外
志
は
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
東
魯
諸
公
」、
全
唐
詩
・
王
注
本
は
「
夢

遊
天
姥
吟
留
別
〔
一
作
別
東
魯
諸
公
〕」。﹇
道
﹈
宋
本
・
方
外
志
・
全
唐
詩
作
語
。﹇
覩
﹈

全
唐
詩
作
睹
。﹇
台
山
一
萬
﹈
宋
本
・
方
外
志
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
天
台
四
萬
。﹇
溪
﹈

宋
本
作
谿
。﹇
淥
﹈
方
外
志
作
緑
。﹇
青
﹈
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
清
。﹇
壑
﹈
宋
本

・
方
外
志
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
轉
。﹇
青
青
﹈
方
外
志
作
冉
冉
。﹇
缺
﹈
底
本
作
闕
。

倣
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
改
缺
。﹇
邱
﹈
宋
本
・
方
外
志
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
丘
。

﹇
扉
﹈
宋
本
・
方
外
志
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
扇
。﹇
裳
﹈
宋
本
・
方
外
志
・
全
唐
詩
・

王
注
本
作
衣
。﹇
中
﹈
宋
本
・
方
外
志
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
之
。﹇
來
下
﹈
全
唐
詩
作

下
來
。﹇
神
僊
﹈
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
仙
、
方
外
志
作
僊
。﹇
奪
﹈
宋
本
・
方
外
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志
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
動
。﹇
怳
﹈
方
外
志
作
恍
。﹇
兮
﹈
全
唐
詩
作
時
。﹇
向
﹈
宋
本

・
方
外
志
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
訪
。﹇
肩
﹈
宋
本
・
方
外
志
・
全
唐
詩
作
眉
。

■
語
注

○
天
姥
…
天
台
山
の
西
北
に
あ
る
山
。
天
台
山
系
の
一
部
を
な
す
。
○
越
人
…
加
藤
は
、

越
人
と
は
謝
霊
運
を
指
す
と
い
う
竺
岳
兵
の
説
を
紹
介
す
る
。
謝
霊
運
の
「
登
臨
海
嶠
、

初
發
疆
中
作
。
與
從
弟
惠
運
、
見
羊
何
共
和
之
」（「
文
選
」
巻
二
五
、
拙
稿
「
其
二
」

⑥
）
に
「
瞑
投
剡
中
宿
、
明
登
天
姥
峯
。
高
高
入
雲
霓
、
還
期
那
可
尋
」
と
あ
る
。
確

か
に
謝
霊
運
の
詩
と
類
似
す
る
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
普

通
に
越
の
地
方
の
人
々
と
取
っ
て
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
○
鏡
湖
…
浙
江
省
会
稽

山
麓
に
あ
り
、
天
姥
山
へ
至
る
途
中
に
あ
た
る
。
○
剡
溪
…
天
台
山
を
水
源
の
ひ
と
つ

と
す
る
。
○
淥
…
澄
み
切
っ
た
様
。
○
青
雲
梯
…
謝
霊
運
「
登
石
門
最
高
頂
」（「
文
選
」

巻
二
二
）
に
「
惜
無
同
懷
客
、
共
登
青
雲
梯
」
と
あ
る
。
○
列
缺
霹
靂
…
楊
雄
「
羽
獵

賦
」（「
文
選
」
巻
八
）
に
「
列
缺
霹
靂
、
吐
火
施
鞭
」
と
あ
る
。
列
缺
は
稲
光
、
霹
靂

は
雷
。
○
金
銀
臺
…
郭
璞
「
遊
仙
詩
」（「
文
選
」
巻
二
一
）
に
「
神
仙
排
雲
出
、
但
見

金
銀
臺
」
と
あ
る
。
○
霓
爲
裳
…
「
楚
辞
」
九
歌
・
東
君
に
「
青
雲
衣
兮
白
霓
裳
」
と

あ
る
。
○
風
爲
馬
…
傅
玄
「
呉
楚
歌
」
に
「
雲
爲
車
兮
風
爲
馬
」
と
あ
る
。
○
雲
中
君

兮
紛
紛
而
來
下
…
加
藤
は
李
白
詩
「
遊
太
山
（
其
一
）」
の
「
玉
女
四
五
人
、
飄
颻
下
九

垓
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
。
○
洞
天
石
扉
、
訇
然
中
開
…
こ
こ
も
加
藤
は
李
白
詩

「
遊
太
山
（
其
一
）」
の
「
洞
門
閉
石
扇
、
地
底
興
雲
雷
」
と
の
類
似
性
を
い
う
。
○
虎

鼓
瑟
…
張
衡
「
西
京
賦
」（「
文
選
」
巻
二
）
に
「
白
虎
鼓
瑟
、
蒼
龍
吹
箎
」
と
あ
る
。

○
忽
・
怳
…
ぼ
ん
や
り
、
茫
然
。
あ
る
い
は
そ
う
し
た
状
態
か
ら
一
気
に
覚
め
る
。
○

白
鹿
…
「
楚
辞
」
九
章
・
哀
時
命
に
「
浮
雲
霧
而
入
冥
兮
、
騎
白
鹿
而
容
與
」、「
古
辞

・
王
子
喬
」（「
楽
府
詩
集
」
巻
二
九
）
に
「
王
子
喬
、
参
駕
白
鹿
、
雲
中
遨
」
と
あ
る
。

■
口
語
訳

【
第
一
段
】

海
辺
に
住
む
人
々
は
瀛
州
の
こ
と
を
語
る
が

靄
と
波
の
彼
方
に
ぼ
ん
や
り
と
し
て
、
尋
ね
る
の
は
本
当
に
難
し
い

越
の
人
々
は
天
姥
山
の
こ
と
を
言
う
が

雲
や
虹
が
明
滅
す
る
わ
ず
か
の
間
に
、
見
え
る
こ
と
も
あ
る

そ
の
天
姥
山
は
天
に
連
な
り
、
天
に
向
か
っ
て
横
た
わ
る

そ
の
勢
い
は
五
嶽
を
凌
ぎ
、
赤
城
山
を
掩
わ
ん
ば
か
り

天
台
山
は
一
万
八
千
丈
あ
る
の
だ
が

天
姥
山
は
そ
れ
に
向
か
っ
て
東
南
に
倒
れ
か
か
ろ
う
と
し
て
る

私
は
こ
の
山
に
つ
い
て
呉
越
の
夢
に
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
が

そ
れ
が
あ
る
夜
、
月
の
照
ら
す
鏡
湖
の
上
を
飛
翔
し
て
渡
っ
て
い
た

【
第
二
段
の
一
】

月
の
光
が
私
の
影
を
湖
面
に
照
ら
し
だ
し

私
を
剡
溪
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

そ
こ
に
は
謝
霊
運
殿
が
宿
っ
た
住
処
が
未
だ
残
っ
て
お
り

澄
み
切
っ
た
水
が
ゆ
ら
め
い
て
青
々
と
し
、
猿
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た

私
は
謝
霊
運
殿
の
発
明
の
登
山
靴
を
履
き

青
雲
に
架
か
る
梯
子
を
登
っ
て
い
っ
た

絶
壁
の
半
ば
で
は
海
か
ら
昇
る
旭
日
を
見

空
中
か
ら
は
天
界
の
鶏
の
時
を
告
げ
る
声
を
聞
い
た
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岩
山
や
谿
谷
が
数
知
れ
ず
、
道
も
定
か
で
な
く
な
っ
て

花
に
目
を
奪
わ
れ
、
石
に
寄
り
か
か
っ
た
り
し
て
い
る
内
に
、
忽
ち
夜
に
な

っ
て
し
ま
っ
た

【
第
二
段
の
二
】

熊
が
咆
え
、
龍
が
う
な
り
、
巌
の
滝
の
音
と
響
き
あ
い

深
い
林
を
震
わ
せ
、
重
な
る
峯
々
を
も
わ
な
な
か
せ
る

雲
が
青
黒
く
わ
き
上
が
り
、
今
に
も
雨
が
迫
り

谷
川
の
水
は
揺
れ
動
き
、
靄
を
発
生
さ
せ
て
い
る

稲
光
が
き
ら
め
き
、
雷
が
鳴
り
響
き

丘
や
峯
が
崩
落
し
た

洞
天
に
通
じ
る
石
の
扉
が

轟
然
た
る
大
音
響
と
共
に
内
側
か
ら
開
い
た

（
そ
の
中
は
別
天
地
で
）
青
空
が
果
て
し
な
く
広
が
り

太
陽
や
月
が
神
仙
の
棲
む
金
銀
の
台
を
照
ら
し
て
い
た

虹
を
裳
裾
に
し
、
風
を
馬
と
し
て

雲
中
に
棲
む
仙
人
た
ち
が
、
に
ぎ
や
か
に
空
か
ら
下
り
て
き
た

白
虎
が
瑟
を
奏
で
、
鸞
鳳
が
車
を
牽
引
す
る

神
仙
た
ち
が
、
麻
糸
を
つ
む
ぐ
よ
う
に
次
々
と
列
を
な
し
て
い
た

と
、
突
然
、
魂
が
発
動
し

驚
き
目
覚
め
て
起
き
あ
が
り
、
や
が
て
長
く
嘆
息
し
た

目
覚
め
て
み
る
と
枕
と
夜
具
と
の
み
が
あ
る
ば
か
り

先
ほ
ど
ま
で
見
え
て
い
た
仙
界
の
霞
や
も
や
は
消
え
果
て
て
い
た

【
第
三
段
】

思
え
ば
世
間
の
楽
し
み
な
ど
こ
ん
な
も
の

古
来
万
事
は
、
河
の
水
が
常
に
東
に
流
れ
去
る
よ
う
に
一
瞬
で
過
ぎ
去
っ
て

し
ま
う
も
の
だ

君
た
ち
に
別
れ
て
去
っ
て
し
ま
え
ば
、
還
っ
て
く
る
の
は
何
時
に
な
る
か

ひ
と
ま
ず
は
白
鹿
を
青
山
に
放
と
う

そ
し
て
い
ざ
出
発
と
い
う
時
に
は
そ
れ
に
ま
た
が
り

名
山
へ
向
か
う
と
し
よ
う

肩
を
押
さ
え
つ
け
、
腰
を
折
っ
て
、
権
貴
の
人
々
に
へ
り
く
だ
り

心
も
顔
も
、
鬱
々
と
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か

■
解
説

韻
字
は
、
第
一
段
は
、「
州
・
求
」
で
、
下
平
一
一
尤
の
韻
。「
姥
・
覩
」

で
、
上
声
七
麌
の
韻
。「
横
・
城
・
傾
」
で
、
下
平
八
庚
の
韻
。「
越
・
月
」

で
、
入
声
六
月
の
韻
。
第
二
段
は
、「
溪
・
啼
・
梯
・
雞
」
で
、
溪
が
去
声

八
霽
の
韻
、
啼
・
梯
・
雞
が
上
平
八
斉
の
韻
。「
定
・
瞑
」
で
、
去
声
二
五

径
の
韻
。「
泉
・
巓
・
煙
」
で
、
下
平
一
先
の
韻
。「
摧
・
開
・
臺
」
で
上
平

一
○
灰
の
韻
。「
馬
・
下
」
で
、
上
声
二
一
馬
の
韻
（
８
）
。「
車
・
麻
・
嗟
・

霞
」
で
、
下
平
六
麻
の
韻
。
第
三
段
は
、「
此
・
水
」
で
、
上
平
四
紙
の
韻
。

「
還
・
間
・
山
・
顔
」
で
、
上
平
一
五
刪
の
韻
。
長
短
句
古
詩
。
青
木
・
武

部
岩
波
・
武
部
筑
摩
・
松
浦
・
宇
野
に
訳
注
あ
り
。
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大
野
・
安
注
と
も
天
宝
五
年
（
七
四
六
）
の
作
と
す
る
。
長
安
を
追
わ
れ
、

失
意
の
中
で
も
が
い
て
い
た
と
き
の
作
で
あ
ろ
う
。

天
姥
山
へ
の
夢
の
遊
行
を
歌
う
。
加
藤
は
、
李
白
の
「
別
儲
邕
、
之
剡
中
」

（
宋
本
巻
一
三
）
に
「
辭
君
向
天
姥
、
拂
石
臥
秋
霜
」
と
あ
り
、
こ
の
詩
を
作

っ
た
直
後
に
朝
廷
に
招
聘
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
彼
は
天
姥
山
に
行
く
つ
も

り
で
あ
っ
た
が
、
結
局
行
か
な
か
っ
た
と
す
る
。

第
一
段
は
導
入
部
。
か
ね
が
ね
あ
こ
が
れ
て
い
た
天
姥
山
を
概
説
し
、
夢

を
見
た
こ
と
。
第
二
段
が
夢
で
訪
れ
た
天
姥
山
の
様
。
仙
界
と
し
て
描
か
れ

る
。
第
三
段
は
ま
と
め
。
夢
か
ら
覚
め
、
仙
界
へ
の
あ
こ
が
れ
す
ら
も
は
か

な
い
も
の
だ
と
悟
る
。
そ
し
て
名
山
へ
の
遊
行
の
楽
し
み
と
価
値
を
確
認
し

て
、
東
魯
に
留
ま
る
人
々
に
別
れ
を
告
げ
る
。

特
に
第
二
段
は
、
李
白
の
想
像
力
の
す
ば
ら
し
さ
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

て
い
る
と
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
加
藤
は
、
こ
の
詩
は
「
夢
で
福
地
天
姥

山
へ
赴
き
、
そ
の
神
秘
の
境
地
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
過
去
の
抑
圧
さ
れ

た
沈
鬱
な
自
分
と
決
別
し
、
新
た
な
再
生
を
遂
げ
ん
と
し
た
の
だ
」
と
し
、

さ
ら
に
そ
の
夢
想
か
ら
覚
め
、
人
生
も
そ
う
し
た
夢
の
よ
う
な
も
の
だ
と
の

大
悟
を
示
し
て
、「
こ
の
世
を
辞
し
て
神
仙
の
﹇
名
山
﹈
へ
と
向
か
う
覚
悟

に
至
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
」
と
す
る
。

天
姥
山
は
道
教
七
十
二
福
地
の
第
十
六
に
数
え
ら
れ
る
場
所
だ
が
、
語
注

で
示
し
た
よ
う
に
、
天
台
山
系
の
一
部
を
な
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
唐

の
道
士
徐
霊
府
の
撰
で
あ
る
「
天
台
山
記
」
に
は
、
天
台
山
に
隣
接
し
、
対

峙
し
て
い
る
山
と
し
て
描
か
れ
る
。
天
台
山
の
石
梁
飛
瀑
と
通
じ
る
石
橋
が

あ
る
と
い
い
、
劉
晨
と
阮
肇
の
二
人
が
仙
女
に
出
逢
っ
た
の
は
天
台
山
で
は

な
く
、
こ
の
天
姥
山
で
あ
っ
た
と
い
う
（
９
）
。

こ
の
詩
で
は
、
具
体
的
な
山
岳
の
描
写
や
、
実
体
験
に
基
づ
く
記
述
は
見

ら
れ
ず
、
天
台
山
系
へ
の
訪
問
経
験
が
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
判
断
し
が
た
い
。
天
姥
山
は
仙
境
、
も
し
く
は
仙
境
へ
の
入
り
口
で
あ
る

と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
描
い
た
と
し
て
、「
Ｃ

神
山
と
し
て

の
天
台
山
を
詠
う
も
の
」
に
分
類
し
た
。
遊
仙
詩
と
し
て
、
ま
た
李
白
詩
の

思
想
史
的
観
点
か
ら
は
重
要
な
詩
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
天
台
山

（
系
）
の
詩
群
の
中
に
置
い
て
み
た
場
合
で
は
、
具
体
性
に
乏
し
い
も
の
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

注（
１
）
本
稿
は
同
趣
旨
の
論
文
の
六
本
目
で
、
先
立
つ
も
の
は
次
の
通
り
。

「
天
台
山
の
詩
歌
（
其
一
）
―
―
六
朝
以
前
（
上
）」『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』
第

五
八
巻
第
一
号

二
○
○
九
年
。「
同
（
其
二
）
―
―
六
朝
以
前
（
中
）」『
同
』
第
五
八

巻
第
二
号

二
○
○
九
年
。「
同
（
其
三
）
―
―
六
朝
以
前
（
下
）」『
同
』
第
五
九
号
第

二
号

二
○
一
○
年
。「
同
（
其
四
）
―
―
初
唐
」『
同
』
第
六
○
巻
第
一
号

二
○
一

一
年
。「
同
（
其
五
）
―
―
盛
唐
（
上
）」『
同
』
第
六
一
巻
第
一
号

二
○
一
一
年
。

（
２
）
拙
稿
「
其
四
」
の
【

】。

22

（
３
）
熊
飛
校
注
『
張
九
齡
詩
校
注
』
中
華
書
局

二
○
○
八
年

（
４
）
こ
の
詩
が
、
大
野
の
言
う
如
く
長
安
出
仕
中
の
も
の
な
ら
ば
、
詩
の
前
半
に
み

せ
た
楊
播
へ
の
敬
意
は
全
く
表
面
的
な
も
の
と
な
ろ
う
。
楊
播
は
長
安
で
の
役
人
生
活

を
李
白
よ
り
一
足
先
に
や
め
、
天
台
山
へ
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
官
途
か
ら
脱

落
し
た
身
で
あ
り
、
李
白
は
そ
う
し
た
楊
播
に
儀
礼
的
な
敬
意
を
示
す
。
そ
し
て
後
半

で
は
、
恩
着
せ
が
ま
し
く
、
出
世
し
て
い
る
身
内
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
５
）「
侍
從
遊
宿
温
泉
宮
作
」
は
、
温
泉
宮
に
行
幸
し
た
天
子
一
行
の
粛
々
た
る
荘
厳

さ
を
賛
美
し
た
も
の
。「
温
泉
侍
從
歸
逢
故
人
」
は
、
天
子
か
ら
褒
め
ら
れ
た
こ
と
に
有

頂
天
に
な
り
、
出
会
っ
た
知
人
に
、「
君
の
こ
と
を
天
子
に
推
薦
し
て
あ
げ
る
か
ら
ね
」
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と
「
上
か
ら
目
線
」
で
見
下
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
６
）【

】
を
本
稿
で
は
開
元
年
間
の
作
と
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
楊
播
は
開
元
年

39

間
に
天
台
山
に
帰
り
、
そ
の
後
天
宝
初
め
に
長
安
へ
出
仕
し
、
す
ぐ
に
再
び
（
天
台
山

へ
）
隠
棲
し
た
こ
と
に
な
る
。
仮
に
大
野
の
如
く
、【

】
と
こ
の
詩
を
同
じ
く
天
宝
年

39

間
の
も
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
長
安
で
一
緒
に
出
仕
し
て
い
た
楊
播
が
先
に
天
台
山
に

帰
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
見
送
っ
た
の
が
【

】
で
、
そ
れ
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い
こ

39

ろ
に
楊
播
に
送
っ
た
の
が
こ
の
詩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
７
）
私
見
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
詩
と
【

】
と
で
は
、
楊
山
人
に
対
す
る
李
白
の

39

ま
な
ざ
し
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。【

】
で
は
自
分
が
皇
帝
に
認
め
ら

39

れ
、
周
囲
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
お
り
、
己
を
高
い
位
置
に
保
っ
て

い
た
。
そ
の
高
み
か
ら
楊
山
人
を
見
て
い
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
詩
で
は
、
楊
山
人
の
位

置
ま
で
己
を
下
げ
、
そ
こ
か
ら
隠
棲
す
る
楊
を
見
上
げ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
自
ら

も
朝
廷
か
ら
放
逐
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
先
だ
っ
て
都
を
去
っ
て
い
た
楊
に
寄
り
従
う

気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
も
の
か
。

（
８
）
下
は
上
声
な
ら
ば
「
し
た
」
の
意
味
。「
く
だ
る
」
の
意
味
の
場
合
は
去
声
二
二

禡
で
、
韻
が
合
わ
な
い
。
こ
の
句
、
全
唐
詩
が
「
下
來
」
と
す
る
の
に
よ
る
な
ら
ば
、

韻
字
は
「
來
」
で
、
そ
の
前
の
「
臺
」
な
ど
と
同
じ
く
上
平
一
○
灰
の
韻
と
な
る
。
い

ず
れ
か
決
し
が
た
い
。

（
９
）
拙
稿
『
天
台
山
記
の
研
究
』（
中
国
書
店
、
二
○
一
一
年
）
で
は
、〈

〉
で
、
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四
二
六
〜
四
三
一
頁
、
四
五
八
〜
四
五
九
頁
。
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天
台
山
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書
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李
白
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連
テ
キ
ス
ト
及
び
注
釈
書
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宋
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本
「
李
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集
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宋
本
）
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岡
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「
李
太
白
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集
」（
王
注
本
）
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隆
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四
年
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七
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）
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…
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華
書
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一
九
七
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年

瞿
蛻
園
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朱
金
城
校
注
『
李
白
集
校
注
』（
瞿
朱
注
）

上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
○

年
…
巻
数
は
王
注
本
に
同
じ

安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』（
安
注
）

巴
蜀
書
社

一
九
九
○
年

詹
鍈
主
編
『
李
白
全
集
校
注
彙
釈
集
評
』（
詹
注
）

百
花
文
芸
出
版
社

一
九
九
六
年

…
巻
数
は
宋
本
に
同
じ

久
保
天
随
『
続
国
訳
漢
文
大
成

李
太
白
詩
集
』

国
民
文
庫
刊
行
会

一
九
二
八
年

武
部
利
男
『
李
白
』（
武
部
岩
波
）

岩
波
書
店
（
中
国
詩
人
選
集
）

一
九
五
八
年

青
木
正
児
『
李
白
』

集
英
社
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漢
詩
大
系
）

一
九
六
五
年

武
部
利
男
『
李
白
』（
武
部
筑
摩
）

筑
摩
書
房
（
世
界
古
典
文
学
全
集
）

一
九
七
二

年
大
野
実
之
助
『
李
太
白
詩
全
解
』

早
稲
田
大
学
出
版
部

一
九
八
○
年

筧
久
美
子
『
李
白
』

角
川
書
店
（
鑑
賞
中
国
の
古
典
）

一
九
八
八
年

松
浦
友
久
『
李
白
詩
選
』

岩
波
文
庫

一
九
九
七
年

加
藤
国
安
「
李
白
の
天
台
山
・
天
姥
山
の
詩
」『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
・
社

会
科
学
』
第
三
六
号

第
一
号
、
第
二
号

二
○
○
三
年
〜
二
○
○
四
年

宇
野
直
人
『
李
白

巨
大
な
る
野
放
図
』

平
凡
社

二
○
○
九
年

(

二
〇
一
一
年

九
月

三
〇
日
提
出)

(

二
〇
一
一
年

十
月

二
一
日
受
理)
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